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    託された想い　　　　　 紅螺南

    　

    二十歳未満の閲覧を禁止します

    　


    
        １

        　

        　二つの大陸が流れの強い海峡を挟んで存在していた。

        　最短距離の部分では天気の良い日に互いが視認できるほどの距離ではあったけれど、荒れた海域を渡るのが難しく、通常はごく僅かな交流しか行われていない。

        　しかも、大陸間を渡ることができる船は全て北の竜人族の持ち物で、当然ながらわずかな貿易も全て彼らが取り仕切っていた。

        　もっとも南に住まう獣人の耳長族は、大陸間を渡る大型船など製造できなかったし、それを操る航海術も持っていない。それだけの技術力の差が歴然と二種族の間にはあって、力関係にしても、その文字通りの意味も合わせて竜人族のほうに分があった。

        　その二種族がこの世界の大半を占めているのは間違いない。

        　耳長族というのは、その名の通り頭の両脇に毛を持った長い耳を持ち、器用な手とすらりとした俊敏な足を持つことを特徴とする温厚な農耕民族だ。

        　一つの国にまとまってはいるが、住まう場所によって多数の部族が点在している。

        　もっとも、今は混血が進んでいるためか、どの部族に行ってもさまざまな色合いに出会うことができる。特に多いのが、茶色の髪に焦げ茶の瞳を持つ普通種と呼ばれる者たちだが、黒色種、灰白種や、それらが混在する種など、親子、兄弟でもさまざまな色の子がいるのが常だ。髪も直毛だけでなく巻き毛などいろいろだ。

        　中には、貴種と呼ばれる王族特有の真っ白な髪に深紅の瞳という色を持つ者もいるけれど、どちらかというと明るい色を持つ者のほうが少なかった。

        　そんな中で、南の大陸にある唯一の北との玄関口である港町で育ったアイルの毛色は目立つものだった。

        　彼の色は珍しく、薄桃色という明るい色でまとまっていたのだ。

        　近親者に同色のものはいなかった。同時期に生まれた兄弟姉妹とて、色が違う。

        　明るい薄桃色の肩まで届く髪とそれより少し濃い、それでも薄桃色でしかない瞳。

        　それでなくても人目を惹く色を持つ彼の耳はすらりと長く、形が良い。明るい色のせいか陽光にも映えて、成人したばかりの瑞々しい肌は、日々の肉体労働にも負けずに煌めいて見える。

        　平均身長が１７０ｃｍくらいの耳長族において、アイルの身長は１６０ｃｍしかない。だが、アイルはいつも前向きで明るく、仕事熱心さが判る十二分に備えた筋肉も相まって、いつもはつらつとした躍動感を見る者に与える人気者でもあった。

        　そんなアイルだから。

        　だから、あの日彼の目に留まってしまったのかもしれないのだろう。

        　北の船団を率いた竜人族の第二王子である紫紺（しこん）が、ふらりと港に降りたその時に。

        　

        　

        　その日到着した三隻の大型船は、一年に一度訪れる北の王国直轄の貿易船だった。

        　それらの船は、１００年程前に国家間で交わされた契約の品を、積んで北へ帰るためのものだ。

        　荒れ狂う海峡を渡るために、荷物の量よりも大きな船で渡ってくるそれは、南では決して見られない威風堂々としたものだ。

        　そんな船で働くのは、耳長族より一回り以上筋骨逞しい竜人族ばかりだが、彼らは港に着いていても滅多に船外には出てこない。

        　竜人族と耳長族の外観上の造作の違いは、耳と尾と瞳と毛にあった。

        　竜人族の頭頂部を覆う髪は直毛ばかりで、耳は丸くたいてい髪に隠れている。髪の色も黒っぽい色が多く、瞳だけは明るい色もあるが、その瞳孔に縦に細長かった。

        　人によっては腕の先まで鱗に覆われていたり、長く逞しいしっぽに棘のような鱗を持つ物がいる。色は耳長族ほど多様ではないが、その分その鱗にさまざまな種類があると言われていた。

        　だが、港で働く耳長族の者でも彼らの姿は滅多に目にすることができなかった。

        　竜人族は出ていても船上までで、たいてい船内で待機し続けるのが常だったのだ。

        　そんな彼が待つ積み荷は、夜間のうちに耳長族の労働者の手によって船内に積み込まれる。そんな時すら、出てくるのは監視役の一人か二人。全て耳長族の作業とされているのだ。

        　その積み荷が何であるのか、なぜ竜人族が何もしないのか、その辺りのことは１００年前に決められたというだけで、耳長族も知るものは少ない。実際、今港で働いている責任者ですらよく知らず、前任者が残した手順書通りにすることが厳命されていた。

        　それもこれも耳長族の寿命は実のところ四十年ほどのせいもあった。そうなると１００年前となると数世代ほど前になる。つまりは耳長族にとって契約の時ははるか過去の話で、その詳細を知るものは長命種である王家であってもごく限られた者達だけが現状だった。

        　その積み荷は、当日の昼から夕方にかけてたくさんの荷馬車で運ばれてくる。

        　どこで箱詰めされているのかも不明なそれは、長さが二ｍ弱、幅と高さが五十ｃｍくらいの長方形の木箱だった。それらは一度倉庫に降ろされて、そこからの運搬に耳長族の労働者達が関わる。夜間のうちに揃えられた彼らによって一気に船へと運ばれるのだ。

        　もっとも技術力のある竜人族の船には、ベルトコンベアと呼ばれるものが付いていて、それに乗せてしまえば、後はレバーを二人がかりで手動で回転させれば、船内へと木箱が運ばれていくので、きつく狭いはしご段を昇る必要が無いだけ楽だった。

        　労働者が行うのは、ベルトの上まで木箱を運ぶこと、レバーを回転させること、そして船内の倉庫に大切に降ろして並べることだけだ。

        　大切に取り扱い、落としたりぶつけたりしないことだけはきつく言い含められているので、どちらかといえば精神的に辛いというのが皆の言い分だ。

        　何しろ耳長族達は誰もその中身が何かは判らない。

        　判らないからこそ、どう大事に扱えば良いものか判らないから、とにかく注意するしかないというのが実情だったのだ。

        　噂では、南の大陸のさらに南部で採取される貴重な胡椒や珈琲豆なのだとか。

        　珍しい動物の死骸だとか、薬だとか。

        　唸り声のようなものを聞いた者がいて、生きている動物が閉じ込められているという噂も一時期立ったけれど、たいへんどう猛な動物も運んでいると言われて、よけいに気をつけるようになっただけだった。

        　いずれも竜人族の嗜好に合う貴重品で、それらを北に売ることで南の王国に貴重な財を得ることができるのは間違いなかった。

        　だから、痛めないように、迅速な作業が求められており、もともと勤勉でまじめな耳長族はいつもその荷物を丁寧に扱っていた。

        　その中で薄桃色のアイルも元気に働いていた。

        　夜更けに始まった作業も、日が変わる頃には終わりを迎え、終わった者からてんでに港を離れていく。

        　アイルも最後の荷である木箱を仲間とともにベルトに乗せたところで、ほおっと息を吐いて肩の力を抜いた。

        　夜半過ぎともナルト冷気漂う空気の中で、たらりと流れた額の汗を右腕で拭う。

        　撥水性のある腕の外側の短毛が水滴を作って、すぐ乾いた地面へと落とした。

        　この港町で育ったアイルは十二人兄弟の次男で、前年に成人を迎えたばかりだ。

        　雌雄同体である耳長族は夫婦どちらも妊娠が可能な上に、多産系で一回に複数子が産まれる。受胎できる発情期は限られているけれど、そのせいか受胎率が高い。故に性交渉自体は少なくても、十人近い兄弟がいる家がほとんどだっだ。

        　時には兄弟でも産み親違いの同い年の子達がいるのも普通で、子達は成人前から家族の手伝いで農作業を行い、農閑期となると外に働きに出て食い扶持を稼ぐ。その中で成人した兄弟から何人かは外に出稼ぎに出て行くのが普通だった。

        　そのくらい一生懸命働かないと、余裕のある生活はできないのだ。

        　アイルもご多分に漏れず、成人した時からこの港町に出稼ぎに来ていて、この運搬作業には今回始めて参加していた。

        　他より高い賃金が得られるとはいえ、王家の紋章が入った木箱は、もうその印だけで畏敬の念を沸き起こさせ、常に無く緊張を強いられた。

        　まして、アイルは初めての参加で、粗相をしたら数ヶ月分の給金が無くなるほどの罰金が科せられるかもという話を聞いてしまってからずっと、緊張しっぱなしだった。

        「ああ、終わったぁ……」

        　解散のかけ声とともに、よろよろと波止場から出て行こうとして。

        　他の者達以上に味わった疲労感に、膝がガクガクと震えているのに気が付いた。

        　手も震えていて、もう歩くのも億劫になっていて、アイルは堪らず荷物を積み込んだばかりの船が繋がれている係船柱に腰を下ろしてしまった。

        　それでなくても最後のだったアイル以外の労働者は、もうてんでに去っていて、辺りはひどく静かだ。もともと深夜帯の時間なのもあるけれど、認められた作業員以外は立ち入り禁止になっているせいもあった。

        　だから、アイル達も終わったらさっさと去るようにと言われていたのだけど。

        　ほんの少しだけでも、と、降ろした腰はなかなか上げることができない。

        　ふと見渡せば、未だ残る灯火に、船や荷物の影がやけに濃く目立っていた。

        　何より、普段目にすることの無い巨大な船は、すぐ近くにいるアイルにまるでのしかかってくるような圧迫感があって、奇妙な恐怖心が湧き起こる。

        　その圧迫と静けさに思わずぶるっと身を震わせ、それに追い立てられるように、アイルは息を吐くと立ち上がった。

        　今日の収入で、兄弟達に最近流行のお菓子を少しは買ってあげられるかも。

        　そんなことを考えながら、静かな波止場を足早に立ち去ろうとしたけれど。

        「待て」

        　いきなり背後から呼びかけられ、びくりと文字通り跳ね上がる。

        　強い人の気配に跳ね上がつた身体が生存本能で反転し、その影が視界に入った。

        「あ……」

        　灯火によって逆光にはなっていたけれど、その背の高さといい、丸い頭上に見当たらない耳といい。何よりも、その腰の背後あたりから覗く伸びたその尾が、竜人族としての彼の正体を如実に現していた。

        「あ、も、申しわけございませんっ。すぐに出て行きますっ」

        　大陸を渡ってくる竜人族は、皆、王家の賓客だ。

        　出会うことがあれば最敬礼で対応するように、幼い頃から懇々と大人達に言い聞かされて育ってきているせいで、冷や汗とともに跪くほどに深く頭を垂れた。

        「顔を見せろ」

        　けれど、アイルの詫びの言葉など耳に入っていないがごとく、竜人族の彼はツカツカと歩み寄り、アイルの顎を痛いほどに掴んで持ち上げた。

        「ひぃっ」

        　もともと竜人族はみな２ｍ近い。それは彼も例外ではなく、間近で観察するがごとく持ち上げられ、堪らずつま先立ちになってしまう。不安定な身体はまるで首つり寸前のように揺らぎ、息苦しさが生理的な涙を浮かばせた。

        　しかも、背後の灯火の影響もあってか、彼がどんな顔をしているのかよく判らない。ただ、やたらに煌めく髪を持っているのは確かで、そればかりが意識を支配する。

        「ふむ、この毛色は珍しい。貴種とはまた違うようだな、このような毛色は始めて見た」

        　その言葉に、自分の珍しい色合いに見入っているのだと気がついた。

        「おまえ、この色は家族全てか？」

        　かろうじて認識できた問いに、ふるふると小さく首を横に振る。

        　もっとも顎を捕まえられているせいでほとんど動かなかったけれど、感じた振動で気がついたのだろう。

        「おまえだけか？」

        　確認のようにかけられた再度の問いとともに不意に身体が離されて、踏みとどまることもできずにがくりと地面に崩れ落ちる。なんとか手で支えて座り込み、げほげほと数回咳をして、呼吸を整えようとしていたのだけど。

        「おまえだけがその色か？」

        　目の前のある革靴を履いた足が、答えぬアイルに業を煮やしたかのごとく、アイルの肩を押し倒した。

        「ひ、あっ」

        　もともと竜人族の力は耳長族よりたいそう強く、乱暴にされては逆らいようもない。石ころや腐った木片が転がる地面に背から転がったところに、そのまま足がぐっと載せられる。

        　その容赦ない力に声なき悲鳴が、静かな波止場に暗く響くけれど、それは誰の耳にも入らなかった。

        「答えよ」

        　痛みに呻いて答えられぬ間に、肩の重みが強くなる。

        　沈黙が続くほどに、踏みつける力が強くなると気がついて。

        「ぼ、ぼくだけっ。他のみんなはもっと色が濃くてっ、ぼ、ぼくのは、先祖返りかも、って言われて……っ、うっくっ……」

        　父は普通種の茶だし、母は黒色種だった。もっとも母の両親は白灰種と黒色種だから、その白灰種が微妙に出たのか、それともはるか昔に耳長族が一つの種類しかいなかった頃の色に近いから、ごく稀に見られる先祖返りなのだろうと言われた頃はあるけれど、それが本当かどうかは判らないと、なんとか言葉を紡ぐ。

        　白に近くても薄桃色のその色は王家が持つ貴種である白色ではないし、貴種の色は混じり合うことがないから、外孫に出てくることはない色だ。

        　同じ時に産まれた兄弟たちも、他の兄弟も、もっと濃い茶だったり、まだらだったり。少なくとも、アイルと同じく薄桃色は、この近辺では誰もいないけれど、大陸全てではまったくいない訳では無いと言うことを伝えた。

        　それらの答えに、ようやく竜人族の足が肩から離れ、和らいだ痛みにはあっと息を吐く。

        　それでも未だに肩はじんじんとした痛みが残っているし、異物があった背中もヒリヒリとする。

        　痛みを庇いながらもなんとか身体を起こして、アイルは地面に手を突いた。

        　けれど、そのまま立とうとしても、なぜか足に力が入らない。四つん這いの体勢から起こせないほどに、慣れぬ身体が怯えてしまっているのだ。

        　そんなアイルの肩で一つに括っていた薄桃色の髪が、長い耳とともに掴まれ、引っ張り上げられる。

        「あ、やっ、離せっ、やぁっ」

        　もう相手に対する礼儀など、消えていた。あるのは激しい恐怖ばかりだ。

        　鷲掴みにされた痛みと乱暴に引きずり起こされる恐怖に、頬を滂沱のごとく涙が溢れた。

        　いったい何が起こっているのか、何でこんな目に遭うのか。

        　判らぬ事に混乱が湧き起こり、とにかく逃れたいと髪を掴む手に縋り付くけれど、竜人族の力には勝てるはずも無く、ただ必死に力の入らぬ指でその手をひっかく。

        「色も音も気に入ったぞ」

        　だから、何を言われているか、理解できなかった。もとより理解できるほどの情報を持ってもいなかったのだけど。

        「おまえにしよう」

        　髪を掴まれたまま、引きずられる。

        　かろうじて立ち上がり、引っ張られるままにはしご段を歩かされて。

        　ブチブチと切れた髪の毛が顔にかかる。

        　涙に濡れた瞳が、育った街並みをどこか遠く見せ、奇妙な悪い予感に捕らわれる。

        「い、いやっ……何で……ぇ」

        　どうして引きずられているのか。どうして、船に運ばれているのか。

        　船倉以外立ち入ることを許されなかった船の甲板の広さを見て取って、たまらない不安と恐怖に苛まれた。

        　どうして。

        　浮かぶ埒のあかない疑問は、言葉にすらできなくて。

        　狭いはしご段で時折海上に墜ちそうになるアイルに、竜人は面倒くさそうに吐息を吐くと、ひょいっと横抱えして身軽に甲板に飛び降りていった。

        　

        　

        　耳長族を抱えた彼の帰還に、家来も船員も驚愕のままに呼びかけてくる。

        「お、王子？」

        　そんな彼らを身振りで下がらせて、王子でありこの船団の最高責任者でもある紫紺は、まっすぐに自分に与えられた船室へと移動した。

        　誰も紫紺の行動を制することはできない、というより制しようとは思わない。

        　竜人族は己よりより強い者、優れた者を敬う。

        　より上だと認めた者には頭を垂れて、その命令に従うことを厭わない。故に、竜人族は実力主義だ。力や才がなければすぐにその地位は追われ、下だった者に傅くことになる。

        　そんな竜人族の中でも王族は別格だった。

        　一般の民では超えられない別格の強さを持つ一族が王族で、王はその王族の中でももっとも優れた者が選ばれるのだ。だからこそ、彼らは王を唯一無比の存在としてあがめ、付き従う。

        　王族でも、他の貴族や一般の民の間でも継ぐ者を決めるときでも彼らの考え方は簡単だ。

        　より強い者へ。

        　より優れた者へ。

        　故に竜人族は恋愛というものに対する意識は少なく、婚姻とは強い子を成す相手は得ることが最優先された。

        　竜人族も耳長族と同様に雌雄同体で、夫婦どちらも子を成すことができるのは同じだ。だが多産系の耳長族と違い、竜人族は一度に一人しか生まれず、子は生涯で多くて二人か三人。何より、一度の性交で子を成す確率はかなり低いのが特徴だった。故に彼らに発情期という決まった期間はなく、何度も繰り返して性交してはじめて子を得ることができるのが常で、そのせいか本能的にも彼らの性欲はたいそう強かった。

        　そして何よりも違うのが、耳長族は胎生で、竜人族は卵生だということだ。

        　竜人族の子は受精後二ヶ月ほどで卵を産み、一年の抱卵期間を経て幼体が生まれ出る。

        　生まれた子は、一年の授乳期間および三歳になるまでは親とともにいるが、その後は各街で一堂に集められて徹底的に教育されて、強くなること、優れていることを求められて成長する。

        　そんな竜人族の平均寿命は１００才前後。

        　耳長族の優に二倍は生きる彼らの知識や技術は、耳長族のそれをはるかに凌駕しているのも道理だったのだ。

        　そして第二王子たる紫紺もそんな風習の元に産まれたため、他の者たちより一回り大きいりっぱな体格をしており、政務の才や商才もありながら、剣の腕も護衛の騎士たちよりも優れているほどだ。

        　故にまだ二十一という若さにもかかわらず、今回の大切な品物の運搬を任されたのだ。

        　竜人族の先代の王がもう何世代も前の耳長族の王と行った契約の遂行を求めるにふさわしい技量を持つ彼は、冷酷無比にして苛烈。

        　王に託された任務を最優先に遂行し、邪魔をする者がいれば屍を積んでも突き進むだけだと豪語する。

        　そんな紫紺が、いきなり任務から離れて耳長族の作業員を連れて帰ったのだから、皆が当惑するのも無理がないことは判っていた。

        　判っていたが、紫紺は見つけたその色がとにかく気に入ってしまったのだ。だから連れ帰った。

        　そして、それをとやかく言える者は、今ここには誰もいない。

        　自室の寝具に放り投げ、痛みに呻く身体を、道中命じて用意させた縄で縛り上げる。

        「な、何でっ、いやだっ」

        　怯え、イヤだとしか言えず、かわいいとしか言いようのない力で暴れる身体など、紫紺にとっては幼子の遊戯にも等しい。

        　うつぶせにさせ肘から先を合わせて後ろ手で縛り、転がして仰向けにして。

        　暴れる足を片手で捕らえ、抗う力を無理にねじ伏せ膝で折り曲げて太股と足首を一緒に括る。

        「イヤだっ、離してっ、やだぁっ」

        　だだをこねるように嘆く耳長族の彼は、成人はしているように見える。もっとも、ああいう場所で賃金を得るには、成人していなければならないのだから。確か年齢的には16才から18才前後の身体的に成熟したと見なされることが第一条件と聞いているが、外見的にはそこまで判らない。

        　だが成人していなければ、連れてきた意味などなくなるけれど。

        「医師を呼べ」

        　傍らに黙して従う侍従に声をかけ、今回の任務のために乗船している医師の一人を呼びに行かせる。

        　その間に、取り出した懐刀で、未だ身を捩って拘束から逃れようとしている彼の衣服を勢いよく切り裂いた。

        「ひぃっ、いやっ、あっ、やっ」

        　鋭い切っ先が肌をくすぐる様に、恐怖の悲鳴がか細く響いた。

        　名工による鋭い刃は紙切れのごとく布を切り裂き、その肌を暴く。

        　薄桃色は、その体毛もそうなのだろう。日に焼けていない白い肌に薄く生えるそれは、灯火に煌めき、ひときわその肌を美しく見せてくれる。

        　羞恥に染まったのか、朱が走った肌は舐めればひどく甘そうに思えて、覚えず喉が鳴った。

        　意識せずにぺろりと舌なめずりしてしまったのを、紫紺自身後から気がついたが、まともに見てしまった彼の震えはひときわ大きくなり、その肌から瞬く間に血の気を失せさせてしまう。

        　ああ、もったいない。

        　さっさと舐めれば良かったと、奥深くから湧き起こる情動をなんとか耐える。

        　後ろ手で縛られているせいか、胸を突き出すようにしているそこには体毛より濃い桃色の乳輪が慎ましやかな乳首とともに飾っていた。

        　それもたいそう旨そうで、摘まみ出し、思うさまに弄くりたい欲求は強い。

        　さらに下衣も暴き、閉じようとする太股を強引に割り開かせた。

        「ほお……」

        　推測通り同様の色を持つ薄い陰毛の中で、縮こまった陰茎が揺れていた。

        　体格の差から小さくは見えるが、耳長族としては標準寸法だろう。

        　包皮は剥けているが、使われていないのだろう亀頭は赤みを帯びた桃色で、可愛らしいといえば可愛らしい。というか、しゃぶりつくしたい。

        　いまだ敏感そうなそれが勃起して涎を垂らす想像をしたとたんに、下腹の奥がきゅうっと引き絞られた。

        　竜人族は欲望に忠実なところがあって、一度火に付いた欲を消すのは難しいし、性に奔放さがある故に、我慢することもあまりない。もとより王子たる紫紺が性欲を我慢することなど、王からの任務でも無い限り無い。

        　だが今は。

        「医師貞宝（ていほう）。お召しにより参上いたしました」

        　一礼し入室してきた貞宝に、紫紺は顎で彼を指し示した。

        「使えるか確認しろ」

        「御意」

        　短い命令に、貞宝は何の疑いもなく答え、寝具へと近づいた。

        「や、やだあっ、見るなっ、来るなあっ！」

        　抗うたびに揺れる陰茎を、けれど貞宝は見向きもしない。

        　彼が用があるのは、その下の。

        「やあっ！！　やだあっっ！！」

        　その場所に貞宝の指が触れたとたんに、ひときわ甲高い悲鳴が狭い船室に響き渡る。

        　竜人族のそれならばうるさいとしか思えないのに、少し高い耳長族の悲鳴は、なぜかひどく心地よい。診察のために一歩下がった紫紺は、壁に背を預け腕組みをしながら、その音色をじっくりと味わう。その間も貞宝の手元から視線は離れない。

        　彼の陰茎のその下、会陰部に開いた肉色の花びらの中心に、竜人族ならではの鱗を持つ太い指が割り込んでいく。

        　暴れる身体を押さえつけ、柔らかな肉を進む指は一本。

        「恐れ入りますが、すこし足を押さえて頂く者が必要です」

        「良かろう」

        　貞宝の要請に、応えようとした侍従を制し、己の手で両膝を割り開き押さえる。

        「申し訳ございませぬ」

        「かまわぬ、急げ」

        「御意」

        　そんな会話の間に彼の悲鳴はもう途切れていて、今やその口元は固く食いしばられていた。時折、堪えきれないように苦鳴をあげ、ひくりひくりとしゃくりを上げている。

        「おまえ」

        　ふと呼びかけていた。

        「名前はなんと申す？」

        　名とは個体識別のためだけのものなので、勝手に付けても良かったが。けれど、呼びかけにも答えずに、陰部に指を入れられ腹を押さえられているせいか、ただ唸るばかりだ。

        　その様子に思わず苛ついて、ぐぐっと膝を広げるように押さえつける。

        「ひっ、痛っ！！！」

        「名を問うておるのだ。名は何と言う」

        　股関節の限界に、苦痛の悲鳴を上げるのをわずかばかりに緩めてやり、再度問う。

        　それにようやく理解できたのか、食いしばって血の滲んだ唇が緩み、小さく開いた。

        「あ、アイル……アイル」

        　掠れた声で繰り返されたその名を、口の中で転がす。

        「アイル、か」

        　呼びやすい名だ。

        　ふとそう思ったその時。

        　貞宝の手がアイルの腹が離れ、指が引き出された。

        　少し粘液にまみれた指に、欲がそそられる。

        「成人しておりますこと、確認できました。子宮の大きさも十分でございます故、ご使用は可能でございます」

        　排卵が開始されていること。

        　それが耳長族の成人の条件で、これは卵巣の仕組みが違っても竜人族も同様だ。もっとも卵生の竜人族には子宮と呼べるものは細長い管でしか無いけれど。それ以外はだいたい同じ組成なのだ。

        　排卵が開始されるとその時点で身体の成長は止まり、成熟した身体は子供を産むとともに育てるための力を有するのだ。

        　生理血を確認できなくとも、慣れた医師である貞宝は、子宮の大きさも粘膜も子宮口も、全てが十分だと太鼓判を押した。

        「ならば、私用にはこれを使おう」

        「御意。ただ王族用となれば、さらなる詳細な検査が必要でございますので、それは本国に帰還後になりますが」

        「それは判っておる。だが、この身体を私のものとするための性交は可能か？」

        「膣口性交でない、ならば可能でございます」

        「判った」

        　頷き、それが合図となって、貞宝は下がった。ついでに侍従に準備を始めるように伝える。

        　膣口と違い、肛門は準備が必要で面倒だが、どうせこれから先何度もすることになる。それに今から広げておけば後々面倒が無くて良いだろう。

        「せ……せい、こー？」

        　舌っ足らずの声に気がついてアイルに視線をむければ、呆然といった体のその視線と絡んだ。

        　その様子に、ふっと笑みがこぼれて。

        「貞宝」

        　退出しかけていた医師を呼び止める。

        「これは処女か？」

        　なんとなくの問いかけに、医師は頷いて返した。

        「はい。まだ狭く、膜もありますこと確認しております。もちろん無駄に破かぬようにはしておりますが、王子ご自身で破瓜をご希望でございますか？」

        「いや、処女のまま卵を孕ませてみたい」

        　誰にも犯されたことのない穴が卵の寸法を受け入れるかどうか判らぬけれど、この狭い口が竜人の卵を飲み込む様を見てみたいと思ったのだ。

        「ならば、検査が済んで破瓜がお済みになるまで、今後の検査は内診はなさぬようにいたしましょう」

        「うむ」

        　頷き返せば、深々とした一礼が戻ってきて。

        　ぱたりと静かに閉められた扉に、すでに頭から医師の姿は消え失せた。

        　代わりに、性交などしたことが無くても想像はできるのだろう、恐怖に青ざめ、震えているアイルの姿が、思考全てを支配する。

        　耳長族を使うなど、仕様が無いこととは言え面倒だなと思っていたけれど。

        　なかなかどうして、ずいぶんと楽しめそうだ。

        　しゃくりを上げるアイルを見下ろしながら、侍従が戻ってくるのを待つのは、昂ぶった身体にはすこし辛かったけれど、それもまた楽しいと思えていた。

        　

        ２

        　

        　準備は侍従に任せ、積み込み作業の監視という一仕事を終えた紫紺はゆっくりと風呂に浸かった。

        　湯面が少し揺れているのは、先ほど船が出航したからだろう。

        　内湾部の波は静かだが、これからしばらく荒れた海域を通ることになる。１５０個ほどの荷物の割に無駄に大型船三隻となったのは、この外海の揺れを軽減するためもある。

        　ゆったりと浸かっていると、アイルが泣き喚く声が聞こえてきたので、味わうように緑水晶の瞳を閉じ、耳を傾けた。

        　竜人族はもともと肉食の狩猟民族だ。そのせいか、狩りの対象物の怯えや恐怖の悲鳴は、彼らの精神を昂揚させ、その闘争心を煽るのだ。

        　まして耳長族のようなか弱く、けれどたいそう旨そうな獲物の啼き声など、紫紺の欲を煽るだけで、萎えることも無い。

        　浣腸と腸内洗浄の苦しみにヒイヒイとわめき、「止めて」と懇願して啜り泣く声のなんと心地よいことか。

        　未だ処女の膣口を犯すのも捨てたがったが、あれは別の楽しみにとっておいて、肛門性交は医師の了承さえあればいつでもできる。それも貞宝にお墨付きをもらっただから、全く問題が無かった。

        　たっぷりと苦鳴とも悲鳴とも付かぬ声を堪能して、紫紺は浴槽からその逞しい身体を引き上げた。

        　柔らかな布で水滴を拭い、結い上げていた髪を下ろせば、鋼色の長髪は鈍色を放ちながらまっすぐと肩甲骨の間に垂れた。それを軽くひとまとめにして括り直して、再度背に垂らす。

        　その肩から尻の上部に生える腕ほどの太さの１ｍほどの尾の先まで、髪と同じ色の鋼色の鱗が覆っていて灯火の色を反射する。一方で肩から指先の外側部分と尾の付け根から左右の腰を渡り太股から足の甲先まで覆う鱗は、黒曜石のごとく漆黒の輝きを持っていた。地肌の色を晒すのは胸の上部から下腹までで、鱗がないように見えるだけでその皮膚の表面にはうっすらと透明な鱗があるのだ。それは強靱で、並の刃などすぐに刃こぼれしてしまう。まして鋼色と漆黒の鱗の部分は、普通の刃では決して通らない。色が濃いほどに、鱗の強度も高いのだ。

        　この鱗の部分の色合いや占める面積は人により違うけれど、紫紺のそれは生まれたときに、医師が感嘆の声を上げたほどに立派なものだった。

        　これだけ濃い鱗に覆われている部分が多いということは、その身はたいそう強いという証明でもあったからだ。

        　その素晴らしい身体に軽くガウンを纏い、静かになった自室へと戻ってみれば、すでに全て終わっているのだろう、侍従の姿はすでに無く、寝具の上で縛れたままのアイルが茫然自失と言った体で、天井に向けて目を見開いたままにハラハラと涙を零している。

        　作業で埃を被っていた肌は清められ、剥き出しになった陰部もその後ろの肛門も作業のせいか赤く色づいていた。

        　その慎ましやかな口は、前も後ろも紫紺の身体に見合った性器を受け入れられる寸法ではないように見えるけれど、だからこその征服欲が高まっていく。

        　まして。

        「……助けて……許して……」

        　紫紺の姿を認めたアイルの瞳が細められ、希うように小さく許しを請うてきては、どうしてこの衝動を止められようか。

        　へたりと垂れた一対の長い耳も、その欲をほどよく駆り立てる。

        　その衝動のままに、手を伸ばし、濡れた頬を辿り、顎を掴めば、おもしろいように怯えて息を飲み、ガクガクと震えている。そんな身体の上によじ登り、見下ろして。

        「誰に請うておる？　今後おまえができることは、早く犯して欲しい、と強請ることだけだ。私にその身の全てを提供することだけが、おまえの生きる道よ」

        　弱者を虐げる愉悦に浸り、ことさらに冷酷な物言いでその運命を告げてやる。

        　竜人族の手に落ちた耳長族の仕事は、あの契約の時から定められたそれだけだ。

        「国に戻ったら、おまえは私の卵をその子宮に孕み、その肉でもって温めることになる。我らの抱卵期間は約１年。月が満ちれば我が子は生まれ落ち、おまえの乳を食ろうて育つ」

        「な、んで……」

        　白目が目立つほどに見開かれた瞳の色に惹きつけられ、細く長い舌を出してその目元を嬲った。

        　びくりと強張った肌が、小気味よいほどに震えている。

        　今すぐにでもその小さな口を犯したい欲求は強かったが、船旅は三日もある。

        　一つずつ。

        　まずは、己の運命を悟らせてやろう。

        　本国に運ばれる耳長族の運命が、その身にも起こったのだと知らしめてやろう。

        「竜人族の出生率はたいそう低い。それに加えて、産んだ卵を一年も温めなければならぬ。はるか昔は地熱を利用していたと言うが、地の活動が落ち着いた昨今大半の民はそれも叶わず、この肌で温めるしかない。だがそんなことをすれば、鍛錬も何もできたものではないからな。人より優れていることを好む我らは、必然的に誰も長い抱卵をしたがらぬ」

        　ぺろりと流れる涙を舐め取って、塩辛いそれを味わった。

        　小さな身体にのしかかり、竜人族には無い柔らかな毛に覆われた背を抱え、腹のなめらかな肌の感触に熱い吐息を漏らす。

        　肌から伝わる温もりは己たちより体温が高い証で、まるで獲物の血を浴びたような興奮をもたらした。

        「そのせいで人口の減少に歯止めがかけられず、それが国の弱体化になると愁いた当時の王は対策を命じたのだよ」

        「ひ、ぃぃっ」

        　鱗のない柔らかな肌を堪能しながら下りていき、一度腰から内ももまで辿ってから再度上がって窄まった口を指先で突く。

        　準備の際にある程度は解されてはいるようだが、その口はまだ固い。

        　まして、触れられる恐怖と、話の展開への不安からかその身は強張ったままだ。

        「その研究の結果、最終的に見つかった方法が托卵することだった」

        「……た、く卵？」

        　聞き慣れぬ単語に、アイルが思わずと言った体で呟く。

        「そうだ。卵を他に託す。そしてその最適な相手として選ばれたのが耳長族だった」

        　耳長族の子宮は、竜人族の卵を託すのにほどよい大きさだった。またその性格も温厚で柔順。他者の子すら慈しむ性で、一度胎内に宿した子を無碍にはできないし、望まぬ行為でできた子であろうと堕ろす風習も無く、そんな子でも育てる寛容さがある。

        　何より。

        「我らの卵の外殻の成分のせいか、受け入れた耳長族の子宮は自身の子を妊娠した時と同様な反応を示し、馴染む。拒絶反応どころか生まれたときには乳すら出すのだ」

        　自然の妙技と言えばそれまでだが、まるで竜人族のためにあるような身体だっのだ。

        　だから、選ばれた。

        「故に時の王族間で契約が交わされた。毎年耳長族は１５０人前後の民を竜人族に捧げ、その代わりに我らはそれ相応の対価を払い、かつ南の大陸に攻め入ることはしないという……」

        「……え？」

        　数秒間理解できなかったふうに呆然としていたアイルの瞳が一気に見開かれた。

        「あ、あの、木箱は……っ」

        　ああ、この子は存外に賢いらしい。

        「そうだよ。あの木箱の中身はみんな耳長族の成人だ。多産故に人口過多による食糧危機に陥った苦境を憂いた当時の耳長族の王が、口減らしのために喜んで提供したことが始まりでね。当時は犯罪者を中心に集められていたが、今では、親無し子や育てられぬほどに産んでしまった子を集め、育て、一年に一度出荷して王族の身銭を稼いでいるというわけだ」

        　何も知らぬままに国中の孤児院や育てられない親元から、国の将来のためにと王城内の深い森の奥にある館に集められ子は、国のために遠くに働きに行くのだと信じて勉強しながら生活し、成人になった最初の年の交易の日、館から旅立った彼らは運ばれる最中に眠らされ、箱詰めされて船に積み込まれる。

        　その仕組みを、竜人族でも知る者は少ないが、王族の端くれとして聞いたときには、またうまいこと作ったものだと思ったものだ。

        「そろそろ、寝覚めたかな」

        　何の感慨も湧かぬままに、ぼそっと呟いて。

        　そのために乗り込んだ貞宝も今はたいそう忙しいだろう。

        　彼らは船旅の三日間の間に、その運命を知らされ、逃れぬ定めを受け入れさせられる。

        　船から下りれば托卵するものを求める者たちにより、すぐに競売にかけられて、後の運命は買われた先次第だ。

        「耳長族に托卵させてからというもの、我らの人口は必要な水準を取り戻し、今はほどよく安定している」

        　本来ならば感謝すべき相手と言えるだろうけれど、いかんせん。

        「だが、おまえ達は弱すぎる」

        　強くも無く、優れてもいない。

        　竜人たちにとっては、蔑みしか湧かない存在なのだ。

        　紫紺の言葉に、さらなる悪い予感に襲われたのか、縋るような視線が追ってくる。

        　それに酷薄に嗤いかけ、瞳に恐怖が満ちる様をゆっくりと味わって。

        「おまえの色は気に入った、音も。どうせなら気に入った者を使うのが一番だからな。だから私の卵を抱かせてやろう。この小さな身体で、大きな子を育てよ。強く逞しく、優れた子をな。そのために、おまえのような矮小な存在であろうと、私は可愛がってやるぞ。きちんとした生活、食事、衣服。おまえが役目を果たすなら、な」

        　せっかく気に入りの色合いを持っているのだ。きれいに扱えば、もっと艶が出るだろう。

        「王城へ付いたら、卵を産み、おまえの中に入れよう。そのために、この身体を私になじませる必要がある」

        　今伝えなくてもいずれ知るだろうけれど。

        　何より先に、この身体に紫紺自身を刻みつける必要があった。

        　アイルの上で膝立ちになり、羽織っていたガウンを肩から落とせば、隠しているものなど何も無い。

        「ひいっ」

        　眼下で引きつった悲鳴が響く。

        　アイルの視線が紫紺の股間に引きつけられて離れない。

        　そこにはアイルの手首ほどに太く逞しい陰茎が、重々しくぶら下がっている。しかも、その反り返ったかさ高の鬼頭部を除き、陰茎にはびっしりと鱗が生えていて。

        「見よ」

        　恐怖に外せない視線に見せつけるように、ゆっくりと数度扱いてやれば。

        　すでに期待に打ち震えていたそれがむくりと身を起こし、育っていく。

        　体格の違い以上の大きさに、アイルの瞳が恐怖に揺れる。

        「あ……あっ……」

        　ガクガクと痙攣するかのごとく震える身体が、逃れようとばかりに後ずさるが、狭い寝具の上で逃げられるものでは無く。

        　固く育ったそれは明らかにアイルの腕並みだ。だが、アイルが怯えているのはそれだけではないだろう。彼の視線は、陰茎を覆う鱗がむくりと逆立っているのをつぶさに見ていたのだ。それは育ちきった松ぼっくりのように、紫紺のそれは起きあがっている。

        「ここまで鱗に覆われている者は少ないが、我ら王族は皆こうよ。これが内部を抉る様は、得も言われぬ刺激であると皆が言うぞ。先だって私の精を与えた相手も、堪えられずにヒイヒイ喘いで喜んでおったよ。おまえもこれでたっぷりと中を抉ってやろう。何、すぐに善くなる」

        　逆立つ鱗に肉を抉られ、慣れぬ間は痛みがあるらしいけれど。それが慣れると善いらしい。

        「やみつきになるというぞ」

        「い、いやぁっ、やめっ、止めてぇぇっ！！」

        　括ったままの膝をぐいと広げ、尖った先を狭い口に近づける。

        　準備の際に使われた香油がたらりと垂れていて、それを切っ先で掬い上げ、滑りのままに先端を食い込ませれば、恐怖の悲鳴がさらに大きく心地よく響く。

        「ふふっ、逆効果だ」

        　止めろと言われて止めるほど殊勝な質では無い。

        　ぐぐっと抗うそこを割り開くように腰を進めれば、きついほどの締め付けが亀頭を包み込み。

        「い、いやっ、痛ぃっ、痛いぃぃっ！　やめてぇっ！！」

        　仰け反り、逃れようとする身体を押さえつけ、欲する本能のままに一気に推し進める。

        　

        　

        「や、ぁぁぁぁっ！！！」

        　己の喉から出たとは思えぬほど、どこか遠くで悲鳴が聞こえる。

        　引き裂かれた身体の痛みは、知覚できぬほどに心をバラバラにして、呼吸すら忘れさせた。

        　けれど、入り込む明らかな他人の熱塊は確かにそこに感じる。

        　熱くて痛い。

        　太いそれに串刺しされた身体は、腹の中を突き破られたようにすら感じていた。

        　見開いた眼に移る、逞しい身体の竜人は、そんなアイルを見下ろして嗤っている。

        　楽しげに、おもしろげに、苦しむアイルを嘲笑っているのだ。

        「ひっ、ひっ……ぐっ」

        　逃げたいのに、抜きたいのに、縛られていることを除いても身体が動かない。

        　苦しみに喘ぎ、このまま死んでしまえればと、弾ける痛みの渦の中で誰ともつかない者に希う。

        　けれど。

        　激しい痛みとは裏腹に、アイルの肛門は裂けてはいなかった。

        　それが準備の際に施された薬のせいだとは知らず、裂けていないとも知らず。

        「ひあっ、あっ、あっっ！　やっ、やだっ、ああっ」

        　ズリズリっと中で動くたびに力なく声が漏れる。見開かれた瞳は何も写さず、涙が溢れては頬を濡らし、薄桃色の髪を張り付くと同時に、尻に感じた竜人の肉の温もりが失せる。

        「やあっ、抜かないでぇぇっ！」

        　逆立つ鱗が内壁を抉る。

        　先の痛みが限界だと思っていたけれど、種類の違う痛みがさらに上乗せされていた。

        　鋭く表層を抉られ、粘膜をこそげ落とされる。

        「ああっ！　いやあっ！」

        　止めてと何度も願うけれど、彼は決して身体の動きを止めない。

        　決して激しくはないけれど、それでもぎりぎりまで抜いては、抜ける寸前でまた押し込まれる。

        　広げられる痛みに抉られる痛み。

        　繰り返されるそれに、意識が引きずられていく。

        　中の肉が前後に動く、もうそれだけが知覚している全てだ。

        「良いな、色だけで無く肉も絶品で旨い」

        　笑い声が鼓膜に響く。理解できぬ言葉が、ただ脳に刻まれていく。

        「やああっ、あああっ」

        「味わえ、私の全てを。忘れられぬほどに、その身に刻め」

        　嘲笑が響く。

        　ぐじゅり、ぶじゅり。

        　どこからとこなく水音が響く。

        　痛いのに、痛くて熱いのに。

        　繰り返される痛みが麻痺していく。

        　たた熱だけが残っていく。侵入する肉が熱くて、じっとしていられない。

        「あ、熱っ、ああっ、熱いのをぉ！」

        　まぶたの奥が白く弾ける。

        　身体の奥がひどく熱くて、濡れた音が激しくなって。かき混ぜられる感触に、喉から熱い吐息が吹き出していく。

        「善いだろう。我らの鱗の根元から出る体液は、極上の媚薬よ。そうやって相手を欲情させ、排卵を促し、受精させるのだよ。特に鱗で抉られた後にはよく馴染む」

        　ああ、何を言っているのだろう？

        　痛みに支配され、精神が狂わされ、それが消えれば熱く茹だった身体が残されていた。

        「んあっ、ああっ、ひいいっ」

        　べしべしと下腹を叩く様子に、泣き濡れた瞳を薄く捕らえたのは、勃起しきった己の陰茎だった。

        「や、やああっ、何でぇぇっ」

        　痛いのに、苦しいのに。

        「だらだらと涎が出ているぞ。この切っ先も女陰も濡れまくっておるぞ」

        「あんっ、だめぇぇっ」

        　グイグイと押し開くように抉られながら、亀頭を摘ままれ、鈴口を潰すように指を食い込まされる。

        「あっ、ひぃぃ、だめっ、そこはっ」

        　鋭い痛みが走る。

        　けれど、最初の痛みが薄れてしまえば、痺れるような快感が陰茎の中を走っていく。

        「潤滑剤などいらぬな。勝手に溢れて、私のものを濡らしてくれるわ」

        　指に付いた粘液を、これ見よがしに頬になすり付けられた。そのまま開きっぱなしの口内へと潜り込み、舌の表面に擦り付けられる。

        「あ、ああやあっ、ああ」

        　声が止まらない。

        　最初の頃の悲鳴ではなく、甘く強請るような嬌声だ。それとは気づいてもいなかったけれど、太い陰茎を受け入れた腰が強請るように揺れている。

        「聞きしに勝る淫乱な一族よ」

        　繰り返される抽挿に、もう言葉など耳に入ってこない。

        「だからこそ、耳長族は選ばれたのだ」

        「あ、つぅぅぃいっ！　そこぉぉっ、ああっ」

        「我らの体液ともっとも馴染みが良いとは言え、ここまで狂うとはな」

        　遠くに響く嘲笑が自分の悲鳴と重なって、けれど、意味は取ることができない。

        　身体の奥がずくずくと崩れていく。

        　腹を突き破られるようにガツガツと貪られて、けれど、それがたまらなく善いのだと感じている。

        　裂けているはずなのに、どうしてこんなにも。

        　鈴口に食い込む固い爪の感触に、傷つけられる恐怖より、もっと深く抉って欲しい欲望が強い。

        　太く、奥深くまで抉る肉棒に、縋り付きたくて。

        　下腹部が勝手に引き絞られる。

        「や、やだぁ……どうしてぇ、あひぃぃっ、ああ、ぼくぅ、変なぁぁ、ああっ！」

        　こみ上げる、それは明らかな快感で、ざわざわと全身が痺れたように全てに感じていて。

        「やあ、ぁぁ、も、イくうっ！　やめてぇぇっ」

        　込み上げる射精感に、目の前の逞しい身体の動きを止めようとしたけれど。

        「私に命令するとは。愚かな輩には、死に勝る快感の刑を与えよう」

        　冷酷な宣言とともに、動きが一気に激しくなる。

        「ひぃっ、いいっ、あぎいぁ！！」

        　押し出されるように陰茎の先端から白濁が吹き出す。常ならばたまらない快感に浸ってしまうそれを味わう間もなく、また追い上げられる。

        　上がりきって、下がる間もなく、また上がる。

        　突き上げられるたびに身体が跳ね、快楽も跳ね上がる。

        　縛られ広げられた股関節はいまや全開だ。

        　跳ねる陰茎の裏では、女陰から泡立つほどに淫液が溢れている。そのさらに奥で、流れた淫液をまとった鱗だらけの陰茎が、激しく抜き差しされていた。

        　その脈動に合わせて、追い上げられる。

        「やめてぇぇっ、だめぇぇっ、狂うっ、もっ、こわれっるうっ！」

        　ドロドロに蕩けた身体が掻き回されて、爆発する快感に全てが引きずられて。

        「ひああっ！」

        　意識が真っ白に弾けた。

        　

        　

        　白目を剥き、舌をだらりと零したイヤらしい表情で崩れ落ちた身体は、どうやら意識を失ったらしい。

        　けれど、紫紺はいまだ満足していなかった。

        　小さな肛門が、今や己の腕ほどに広がって、紫紺の陰茎を旨そうに咥えているのを見るだけで、身のうちからなんとも言えぬ熱い疼きが込み上げて、もっと激しく動きたいという欲求が込み上げる。

        　だが、さすがに最初から竜人の思うさまに、まして紫紺のような巨根を持つものに思うさまに犯されたら、いくら薬を使っていたとしても早々に壊れてしまうだろう。

        　侍従が施した弛緩剤は確実に締め付けを緩くし、裂けることなく竜人族の陰茎を受け入れさせる。

        　だが、そんな自制心はあるものの、だが、耳長族を始めて使った竜人たちが、そうそうにその壊してしまうという話は眉唾物でなかったの、この熱い肉の締め付けに理解した。

        　竜人より高い体温が、こんなにも気持ちよいものだったとは。そして、何よりもきついくせに柔らかく、妙なる脈動でもって陰茎を絞り、さらなる奥に招き入れようとするのだ。

        「そのうちに、薬なしで受け入れさせてやろうぞ」

        　弛緩剤である薬を使わないならば、いったいどれほどの締め付けをもたらしてくれるだろうか。

        　もっともすぐに、こんな薬など不要になるだろう。この薬は、広げた形を体に馴染ませていくのだから。

        　グイグイと奥を抉りながら、己の快楽を得るために、弛緩した身体を使う。

        　けれど、気に入った１つである声が聞こえぬのは気に入らぬと、紫紺はアイルの上体を抱き起こし、手を振り上げて。

        　パアーンっ

        　アイルの頬で甲高い音が鳴ったとたんに、びくりと震えた身体に締め付けが戻る。

        　驚愕に薄く開いた瞳をのぞき込み、命令する。

        「私が満足していないのに先に寝るとは何事か。今後我の意に逆らうのであれば、その身に戒めの楔を増やしていくぞ」

        　言葉の意味など判らぬように惑う瞳が、それでも恐怖の色を湛えている。

        　ああ、この怯える瞳が、紫紺の欲を煽るのだ。

        　可愛らしい色合いが、負の感情に染まっていくのに、けれど惹きつけられる。もっと、もっと見てみたい。

        　薄桃色の瞳を濃く染めながら、震えて怯える様をもっと見せつけてくれ。

        「さあ、腰を踊らせろ。もっと味わえ」

        「あひっんっ」

        　寝具に押しつけていた身体を起こさせ、そのまま紫紺の腰に下ろさせれば、自重で深く咥えた刺激にびくと背筋を伸ばして硬直しする。

        　性欲はまだ尽きぬ。

        　目の前に現れた可憐な乳首に誘われるように、舌を絡ませ、前歯でかじれば、きゅうっと肛門が引き絞られた。

        「や、や……。噛まない、ああっ、噛まないで、くださっ、あ」

        　震えて懇願して、けれど命令するなという言葉を思い出したか、言い換える。

        　そんなこざかしさを見せるアイルに、紫紺は笑みが止まらなかった。

        「噛むなというなら、噛んでやろう。噛まれたくなかったら、他で私を喜ばせることだ」

        　言い終えるとぎりっと歯に力を入れる。もちろん加減はしているけれど、なぜにこんなにもうまく感じるんだ？

        「ひぎいっ、やあっ、痛っ、痛いっ」

        　暴れ、けれど、引き剥がそうとしても許されない身体に、涙が喉元を通って、当の乳首まで垂れ落ちた。

        「やあ……ああ、許してえ、くださ……ああ……」

        「何度も言わせるな、私を喜ばせよ、それだけだ」

        「あぁ……は、ぁい……ぃ」

        　冷酷な物言いでの命令に、動き出したのはその細い腰だった。

        　紫紺のものを咥えたまま、ゴリゴリッと抉るように前後左右に動き出す。

        　けれど、常よりはるかに太い陰茎を咥えたそこの動きは緩慢で、許しを与えるほどでは無い。

        　紫紺にとっては細いとしかいいようのない腕を鷲掴み、括ったそれごと身体を激しく揺すった。

        「あひぃっ、ああんっ、やだぁ」

        　肉に食い込む痛みに泣き喚く姿を堪能しながら、その身体を横たえる。

        　腰を高く掲げさせ、怯える顔を見下ろして。

        　先ほど叩いたせいで赤くなった頬を指先でなぞり、今度は反対側をひっぱたく。

        「ひぃっ……ひぐぅ……」

        「できぬのなら、おとなしく遊ばせろ。おまえに拒否権など一つもないのだから」

        　竜人族である紫紺に選ばれたその瞬間、耳長族であるアイルの全てはその支配下から逃れられない。

        　何事も優れた竜人に国に攻め入れられる恐怖に襲われた耳長族の彼の王は、己を守るために己の民を竜人族に売ったのだ。

        　だから、生け贄とされるのは提供された１５０人だけで無い。彼らが気に入れば、その瞬間、気に入られた者は竜人族のものとなる。

        　まして北の大陸まで運ばれてしまったら、このアイルのように元の大陸に戻ることなどできず、その人生全てが竜人族に仕えて過ごすことになるのだ。

        　その生殺与奪権すら握られて。

        「城に戻ったら、おまえの部屋を用意してやろう」

        　托卵させた耳長族がその卵を腹に抱えている一年間のための部屋だ。

        　そこで行われるのは、子宮内の卵の中にまで響くように刺激を与えるための肛門性交だ。それを日々行うことにより、卵殻内の子どもの成長を促し、より強い子となると言われてる。

        　毎日行われるそのための設備は全て揃っている必要があるのに加えて、紫紺の脳裏にはいろいろな準備する品々が浮かんでいた。それらは、アイルで遊ぶために他ならない。

        　この最初の性交に、紫紺はアイルの身体を完全に気に入ってしまっていたのだ。

        　己より熱い体温を持つ肉が陰茎に絡みつく快感は、互いに卵に受精させるためだけに交わった相手の比では無かった。小さくか弱き存在が、震えて怯え、必死になって支配者に助けを請おうとする様が哀れで、もっと蹂躙したくなる。

        　卵が成長すれば、耳長族のこの柔らかな腹は大きくせり出し、みるからに苦しそうに見えるらしい。

        　今は平らな乳房も、ふくよかな山を作り、美味なる乳を吹き出すのも楽しみだ。

        「そこでおまえは私の強い子を産む」

        　ひ弱な存在に子孫を託さねばならぬなど、愚かなことだと思っていたけれど、アイルが相手ならずいぶんと楽しいことになりそうだと思えた。

        　

    

    
        ３

        　

        　第二王子、しかも王位継承の最優先候補とされる紫紺は王城の敷地の一角に専用の館を持っている。

        　その館に急遽しつらえられた抱卵部屋では、アイルの苦しげな呻き声が響いていた。それに被さるように紫紺の叱咤の声が鋭くかけられる。

        「しっかり足を広げろ。これではいつまでも卵が入らぬ」

        「んくっ、む、無理っですっ、これ以上はっ」

        　いくらなんでももう無理だと、泣き喚きたいのを堪えて紫紺に懇願する。

        　広く明るい部屋で浴室や厠まで備え付けられてはいるけれど、窓には鉄格子が嵌められ、扉は外からのみ鍵の解除が可能な、高級旅館のような部屋ではあるけれど、アイルにとっては牢獄であることは変わりない。寝具を含むいくつかの家具も全て作り付けられていて、アイルの力では動かすことなどできず、また身を傷つけるようなものも置かれていなかった。

        　逃亡防止、自殺防止だと言うけれど、そんなことなどできようはずもない。

        　アイルの傍仕えだと言われた年老いた竜人二人は、紫紺が決めた通りに世話をするだけで、アイルの言葉も聞こうとしない。

        　用事が無いときはたいてい黙したまま隣の控え室にいるけれど、出入り口にはドアは無く、さらに互いの部屋を仕切る壁には大きな格子付の窓があって、常にアイルを監視していた。

        　王子の大切な卵が健やかに育つためだけに準備された彼らにとって、アイルの世話はそのための付随作業に過ぎないのだ。

        　紫紺が部屋にいる間は、王子付の侍従が隣室で待機している。

        　いつも途切れぬ他人の気配を感じていても紫紺との性交は変わらず、もう羞恥することすら無意味だと深く認識していたけれど、理解していても感情が消えるものではなかった。

        　今とて、腰を座面より前に突き出すようにして椅子に浅く腰掛け、手首と膝下を肘掛けに固定されている姿が恥ずかしくないわけではないけれど、紫紺の下す命令は絶対で。

        　言われたままに大きく股間を割り開く。

        　けれど、開脚した股間を襲う圧迫感にたまらず足を閉じかけそうになり、「開け」という命令だと意識して広げ直そうとするけれど。もう限界まで開いてなお広げろと言われてはなす術がない。

        　未だ処女の穴がぱっくりと口を開けるほどに広げた膣口にグリグリと押しつけられているのは、紫紺の卵だ。

        　竜人族も耳長族も二足歩行で、手を器用に使い、知恵を持って、言葉を操るという点では似ているが、その外見と同様に子の成し方、育て方、考え方は違う。

        　何より胎生の耳長族と違い、竜人族は ７ｃｍくらいの径の真円に近い卵を産み、温めて子を育てるのだ。

        　産んだ卵は直後から１日ほどは、外殻が柔らかくて弾力があって、けれど中身を傷つけるほどには凹まず、少々のことでは割れないようになってる。この期間に胎内に入れてしまうのが一番馴染むらしい。

        　そのためにさっきからその卵を胎内にいれようと紫紺が押しつけているのだけど。

        「んっ、くっ、痛ぁ……きつっ……」

        　そこでの快楽を与えられておらず、未だ陰茎を受け入れたこともない場所には大きすぎる卵に、アイルは苦しげに呻いた。

        　捕らえられてから一週間、何度も紫紺の陰茎を銜えてきた肛門ならば、なんとか入るかもしれないだろうけれど。

        「お、お願い……しますっ、ひくっ、うっ」

        　涙を零して、遊技のごとく卵を肉襞の上で転がす紫紺に懇願する。

        「く、薬を……、あの薬を……」

        　紫紺の巨大な陰茎を受け入れるために、準備段階で施される弛緩剤は痛みを和らげ、狭い肛門を大きく広げる効果があって。

        　あれがあればきっと楽に入るだろうと、嗚咽混じりで希う。

        　もとより、卵など入れられたくなかったけれど、紫紺が一度決めたことは撤回しないことは、この一週間で身に染みて判っていた。

        　逆らえば戒めの楔を穿つと言われたが、紫紺はその言葉を違わずに、小さく細い金の三角錐型の楔を陰茎のかさの裏側に穿ったのだ。

        　麻酔もなく、紫紺に犯されながら医者によって穿たれたそれは、紫紺が満足するまでつけられたままで、今は開いた穴に金環が付けられていた。

        　そんな楔で穿たれたのは過去４箇所。

        　頭上に長く伸びた右の耳の付け根近くに一つ、陰茎のエラ下に一つ、女陰の左右の襞に一つずつ。

        　耳の穴には金環の他に、紫紺の所有物を示す印が刻印された小さな板がぶら下がっていた。

        　未だひりつく痛みを与える穴は傷跡も生々しく、朝昼晩と消毒薬で手当される痛みにのたうち回っていた。穿たれたときの痛みと今の痛み。それらはもう二度と味わいたくないもので、それを思えば、アイルは自らは決して逆らわないと誓っていた。

        　けれど、解されもせず濡れてもいない膣口にそんな大きな卵が入るわけもなく、今度こそ裂けてしまうとなけなしの勇気でもって懇願した。

        「お、王子様の、たい、大切な卵……このまま、ではっ、入りません。だからっ、どうか……薬をっ」

        「ふむ、薬か。そうだな……」

        　緑晶色の滲む瞳を見せて、ちろりと舌なめずりをする紫紺に、アイルは込み上げる恐怖に、小さく震えた。

        「確かにこのままでは入らぬか」

        　どだい無理な話ではあって、傍らのテーブルの上にはその薬も置いてある。

        　けれど、問答無用でアイルを手にしたこの残虐な王子がただでアイルの願いを叶える訳もなく、愉悦に満ちた笑みを向けてきた。

        「そうだな、だがこの薬は一日に一回しか使えぬ。卵のために使ったら、今宵アイルが私を楽しませてくれるときには使えぬぞ」

        　思案げに、けれど明らかに喜色が滲む声音で言いながら、紫紺が卵を傍らのビロードの台の上に据えた。

        　空いた手が目指すのは、昨夜もさんざん嬲られた後ろの方で、太い指がぷつりと入り込み、ひくりと痙攣する。

        　ぐるりと胎内で一回転した指が目指したのは、刺激されると絶頂を迎えてしまう場所だ。

        「んあっ、やあっ」

        　ぐりぐりと押し込むように刺激されて、末端に走る衝動に嬌声が迸る。

        「まあ、もう十分解れてはいるか」

        　卵の挿入のために、日々の習慣と化した浣腸も早めに済ませていて、そこはしっとりと潤んでいた。

        　熱く、柔らかく包み込む肉の動きは、今まで味わった竜人にも耳長の誰にも負けず劣らず名器だと、珍しく紫紺が褒め称えたそこは、中古品として売りに出されても、高く売られるだろうと面と向かって言われたこともある。

        　その言葉はアイルを恐怖に陥れる。言われるたびに蒼白になり、全身が萎縮して、失禁してしまいそうに怯えてしまう。

        　それもこれも、この館に来てすぐ紫紺によって連れられていった先で、他の耳長族を目にしてしまったからで。

        　その彼は、現在城の下層の召使い達が暮らす一角で共用品として飼われていた。

        　その傍らで紫紺が嘲笑混じりで「あれは七年落ちで、十以上の卵をを孕み、産んだのは八人か？　休む間もなく卵を孕んだ最高記録を未だに作っておる」と言い捨てる。

        　その時のアイルの耳に、その言葉がまともに入らなかったのは、当然だろう。信じたくなかった同胞のひどい有様に、精神がぶっ飛びかけていたのだ。

        　だが、紫紺は何度も言い含めた。アイルが現状を正しく理解できるまで、何度もだ。

        　元は第一王子の卵を托卵するための道具だった彼は、明らかに白色種の貴種だった。真っ白な毛並みに深紅の瞳は、王族にしか出ない。

        　紫紺によると王家から提供される貴種は、たいていが身分の低い妾が産んだ子で、竜人族の王族の卵のために提供されてくるのだという。

        　身分が低いとは言え王族の一人として、高貴なる振る舞いも技量も身につけていたはずの彼は、托卵のための道具となった時点で、その全てが不要となった。しかし彼はその育ち故の虚栄心と傲慢さが抜けなくて、そのことが彼の未来を決定づけた。

        「我が兄は、従わぬものにはたいそうきついし飽きやすい。故に卵を孕ませる前に使う間に飽きてしまわれてな、本来なら出産後の授乳期間も引き続き飼われるはずだったのだが……」

        　托卵させられてしまえば本能で胎内の卵を愛して柔順になったのだが、もうその時には遅かった。

        　犯され続けられた一年後、出産後すぐに生まれた子は顔を見ぬまに乳母に引き渡され、すぐに王子の侍従達に渡され、第一王子の強い嗜虐心が言わせた『休むことなく卵を孕ませ、毎日数人に犯させ、淫具で嬲り続けるという最高記録を作ってみろ』という命令も下されたのだ。

        　それ故、子宮が回復する二ヶ月後、次の卵が入れられた。

        　もとより強い子を育てるための肛門性交の相手すら、侍従や下男達に任せてしまっていたから、ただ単に卵を孕まされる相手が変わっただけだ。

        　王子から贈呈されたさまざまな陵辱の道具は、忠実なる侍従たちにより直ちに彼に与えられた。

        　時には彼の存在を思い出した気まぐれでわがままな第一王子の捌け口にも使われた。そして、王子の命令のままに侍従たち自身もそう扱っていた。

        　三回目の抱卵時に、与えられる卵が王子のものだと、犯す相手が王子だと、違うと言っても考えを変えなくなって。

        　それは、彼の中に残っていた王族の誇りだったのかもしれないけれど。

        　数年後、完全に狂った彼は、そこからさらに下層の位の者達へと王子の命令のままに譲られて、流産含めて多数の卵を孕んだ彼の身体は、とても20代とは思えぬほどにぼろぼろになっている。さらにその深紅のはずの瞳は、濁り、何も見ていない。見えていないのか、見ようとしていないのか。

        　貴種が自慢する美しい白髪は短く乱雑に切られ、右の耳は半分欠けて、左耳は根元で折れて垂れたままだ。白毛に覆われているはずの背に残る毛は少なく、代わりのように鞭痕が縦横無尽に走っていた。消えぬままに色素が沈着してしまったそれは、どれだけ深い傷だったのだろう。

        　這う彼の足首は奇妙な方向に捻れ、すでに立つことは叶わない。床を這うその手の指が数本見当たらなかった。

        　今は力仕事専門で屈強な下働きの竜人族三人に囲まれて、口角から涎を垂らしながら這いつくばり、周りの陰茎が欲しいと淫らな腰振りを披露している。

        　その淫臭漂うすぐ傍で、同じ耳長族のアイルが震えていることにも気付いた様子はなかった。

        　抱えられた腰の背後から、ブチャッと濡れた音を立てて穿たれて、歓喜のあまり甲高い笑い声をして。

        「王子様ぁ。偉大な王子様のお汁飲ませてえ」

        　正気の時には、唾棄すべきほどに嫌悪していた相手を、彼は縋っている。なぜなら、第一王子だけが彼に許しを与え、彼が望むものを与える存在だと狂った頭に刷り込まれているからだ。

        　それが簡単に死に至らないようにしながらも、リンチに近い扱いを強要させている相手だと、もう理解などできていない。

        　そんな彼が、目の前の別の竜人に縋るように身を起こしたとき。

        　悲鳴を飲み込むこともできず、アイルはその場に崩れ落ちていった。

        　その体の胸にあった焼き印があまりにも酷くて、醜くて。乳首すら落ちてはいたけれど、それでも子を産んだ証として溢れる乳が絡み、奇妙な文様と科していたそれを見て、あまりの恐怖に腰が抜けてしまったのだ。

        　その焼き印はろくな手当もされなかったように引き連れ、ケロイドとなっている。もうすっかり傷としては落ち着いたそれは、焼かれたのはずいぶん前のだと判るように、その上にも鞭痕が走っていた。

        　それでも書かれている文字は十分読み取れて。

        　『精液公衆便所』

        　そう刻まれたそれに、彼の悲惨な生活が容易に想像できてアイルを打ちのめしたのだ。

        「まあ、もうすぐ廃棄だろうな、あれは」

        　頭上から聞こえる紫紺の言葉に、何も聞きたくないと耳穴を塞ぐように長い耳を顔の脇に押しつけて塞いだ。

        　７年もの間、竜人族に嬲られた彼は、確かにもう壊れていた。

        　そんなことを子細に紫紺が説明して、理解してしまったその瞬間、アイルに残っていた矜持など一気に消滅してしまっていた。

        　だから、紫紺から「聞け」と命令されたら、アイルはもう聞くしかないのだと思うほどに。

        　アイルは紫紺から、この館に連れてこられるまでに、用意された部屋は抱卵部屋と呼ばれていることや、そこで毎日性交を行う必要があること、それにより子宮内の卵が回転し、ほどよい刺激が中の幼体に伝わって強い成長を促すことなど竜人族の抱卵、子育ての仕組みを教えられていた。

        　膣口性交では無駄に流産の可能性が上がるために、通常は肛門での性交が推奨されているという。

        　そしてそれ以外の禁忌は無いことも、性交は誰がしても、何回しても良い、と。

        　耳長族であれば受胎率が高い故に何回も必要としない性交は、竜人族は受胎率が低いことも相まって、たいそう性欲が強いとも教えられた。一度始まれば、互いが満足するまで終わらぬそれは、それこそ一日寝具の上で過ごす場合もあるという。それが普通だという紫紺によって、船上でたいそう暇だと日がな一日相手をさせられたことはまだ忘れるほどに遠い過去では無かった。

        　それで卵が壊れる、腹の子が死んでしまうということになれば、それは子が弱かったせいだと見なされる。だからこそ、強い子をであることを確認するために、何回しても耐えなければならないと耐久レースのように何人も用意して性交を繰り返した方が良いという者さえいるらしい。特に第一王子はより強い子を望む故に、性交は下僕どもに任せ、休む間もなく行っていたのだ。　

        　まして複数の相手に飼われると、この彼のように何人もの相手をいっぺんにすることになるのは自然のことで。

        　そうなれは第一王子の命令などなくても一緒だ。こんな扱いを受けている他の耳長族も、狂ってしまう者が多いと言う。

        　そんな非道なことを、当然のことのように告げられて、アイルは彼の悲惨な運命をより深く理解してしまったのだ。

        　壊れるのもしょうがなく、こんな姿で飼われ続けるくらいなら、死を与えられた方が幸いだとすら思ってしまったけれど。

        　けれど、それが自分の身に起きるかもと思うと同時に、激しい死への恐怖も湧き起こり、もう先が長くない彼を見続けることが怖くて堪らなくなった。

        　それでもこれは、いつか自分の身にも起こり得るであろう未来だ。

        　あの時、アイルは全てを諦めた。

        　けれど、ただ諦めただけではない。さい先短い人生を、せめてすこしでも楽に生きたいと願うからの打算もあった。

        　あの貴種の彼のように決して自ら相手の勘気を刺激しないように、アイルは紫紺の命令に従うことにしたのだ。

        　痛みを与える戒めの楔も、アイルが逆らわなければ与えられることない。少なくとも紫紺は、意味も無く血を流させるようなことはしていないことが、その判断の助けになっていた。

        　たとえその命令が、とうてい無理なものであったとしても、せめて少しでもできることはしよう、と。　

        　卵を育てろというならば、育てよう。

        　性欲解消だけの扱いであっても、受け入れよう。

        　生きるために、生かされるべき存在であるように。

        　少なくとも、紫紺はアイルの色と声を気に入っているから、それが少しでも長く続くように。

        　いつか紫紺が売りに出したとても、それまでは。

        　そんな考えがアイルの中に深く根付いたのは、貴種の彼が飼われている場所から戻る道すがらだった。
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        　無様な同胞の姿は、企てた以上にアイルを縛ってくれたようだ。

        　もともと船の中でも柔順だったけれど、今では身を投げ出すことを厭わなくなった。と言っても、決して楽に受け入れたわけではないところが楽しませてくれる。

        　今朝方、受胎から二ヶ月経った卵を腹から生み出した紫紺は、さっそくアイルを縛り上げ、その胎内に卵を入れようとしていた。

        　今なら柔らかい卵は、狭い膣を逆送させることができる。

        　自分が産んだとはいえ、その卵に愛着はない。ほんの少しの産みの苦しみは、記憶にも残らないほどに些細なものだったし、見た目も白い塊でしかなかった。

        　いつから竜人族に母性が無くなったのかは誰も知らないけれど、卵を温め子を育てることが面倒だという思いは常に先にある。

        　昔の母体は、この卵を胸に抱くように懐に入れ、一年間大事に肌身離さず持っていたというけれど、そんなことをしていたら訓練もままならず、仕事にも差し支えるのは当たり前だ。強く優れていなければならぬ竜人族にとって、そんなことができるのは最初から上を目指すことができぬ愚かしい者だけなのだ。

        　そういえば、と、抱卵後の出産は耳長族によっては母体を損ない死ぬものもあるらしく、壮絶な痛みに耐える体力だけは付けさせるようにと貞宝に言われていたことを思い出す。

        　まあ、毎日紫紺の性欲の相手をするのであれば、その程度の体力がなければ務まらない。

        　気絶するなと命じたら、必死になって意識を保とうとするくらいには、気概はあようだから。

        　それに。

        「薬を、お使いくださいませ」

        　薬は一度しか使えぬと伝えたアイルは、それでもコクコクと頷いて、今を乗り切ることを優先させてきた。

        　すでに馴染んだ肛門よりも、始めて異物を受け入れるだろう膣の痛みとを比較すれば当然の心理だろうけれど、その悲痛な表情は相も変わらず欲がそそられる。

        　もっとも紫紺自身は膣を裂けさせるつもりはなく、薬を使わねば固く閉じた子宮口が開かぬ事も判っていた。結局アイルをからかうしかない行為であった紫紺は、アイルの言葉を拒絶することなく薬を取り上げ、たっぷりと刷毛に垂らす。

        　未だ何人も侵入を許していないそこは、いまだ膜も残っている。

        　むだに膜を破らないように、開いた小さな穴に潜り込ませた細い筆で、内壁に丹念に薬を塗り込める。

        　その間アイルはというと、胎内を蠢く異物に絶え入るように、ぎゅっと目を瞑り、括られた肘掛けに縋るようにきつくそれを握りしめていた。

        　屈強な竜人族とは比べものにならないほどに弱く、儚い存在で、そんなものに大事な卵を任せるなど、元は唾棄していたのだけど。

        　親友に「卵を産みたいから協力してくれ」と言われて、まあ良いかと考えたのは、気まぐれでしかなかった。

        　話の流れで、なぜ自分まで卵を産むことになったのかはよく判らない。

        　けれど王族の計画外の産卵は贄の手配から外れていて、さすがに今回貴種を手に入れることはできなかったが、もとより白いだけの貴種など好みでもなんでもなかったし、使い勝手が良ければ誰でも良かったのだ。だから今回の贄の中から一番に選ぶということで話はまとまっていたのだけど。

        　もっとも贄から選ぶより先に、その色が目に留まってしまったのだから、仕方が無い。

        　耳長族も王族である貴種が浚われれば問題視してくるかもしれないが──もっとも、それでも文句を言わせぬ関係ではあるけれど──一般の民であるアイルの拉致は、何の問題にもならないものだった。

        　それにしても、こんな色などどういう組み合わせで生まれたのだろう？

        　親は茶色と黒色だったという。

        　祖父母にまでいたれば白灰種がいるというけれど。

        　たっぷりと薬を塗りつけた刷毛を抜き出す際、目の前にあった薄桃色の陰毛を、興味深げに見入る。

        　この色は暗い色の多い竜人族には無いものだ。だからこそ、あの時目に付いたのだろうけれど。

        　灯火に煌めくそれは、今は少し橙色かかっていて、普段より艶めいて見える。

        「んっ」

        　なぜかじわりと込み上げる腹の奥の熱に、ごくりと涎を飲み込んで、誘われるように手を伸ばし数本を引きちぎれば、痛みに煽られたうめき声が小さく漏れ聞こえた。それにわざと胡乱な視線を向けてやれば、慌てて口を閉じて頭を垂れる。

        　この子は賢い。

        　あの虚栄心ばかりの兄王子にふさわしい白い道具は、キイキイとうるさく泣き喚き、かわいげもなく逆らい、禁止されたことばかりを行って、早々に勘気に触れてすぐに捨てられたが。

        　色と声の音色だけで思わず連れてきてしまったけれど、これがあんなバカでなくて良かったと、しみじみ思う。

        　柔順で、賢い。

        　言われたことは必死でこなし、できないことは紫紺の意に沿った形で妥協案を提案してくる。

        　ほんとうにこんな得がたいものを見つけられるとはたいそう運が良くて、あの夜、月夜に誘われて散歩に出た己の行動を自画自賛するほどだ。

        　そんな紫紺の前で卵を受け入れようと開かれた股間に、再度卵を押し当てる。

        「力を抜け」

        「っ、いっ」

        　息を飲みながらの返事に、強張った太股がわずかに緩む。

        　真円に近い卵は膣口よりはるかに大きいけれど、それでも押しつければ、肉が広がっていく感触が卵越しでも伝わってきた。

        　ぐにゅっと濡れた朱色の肉襞を広げ丸みを食い込ませれば、僅かに卵がたわんで、形が歪む。やや楕円になったそれを後ろから手のひらで押し込むように押さえれば、くぐもった悲鳴とともにじわりと肉の中に埋もれ始めた。

        「ぐっ、うっ」

        　小さく震える身体は、恐怖からか、それとも痛みからか。己の手の力加減で変わるその様子が楽しくて、時折揺らし、ほんの少し引き出したりして楽しんでいたけれど、ふと、目の前で萎えてぶら下がる陰茎が邪魔だと思ってしまった。

        「勃起させろ」

        　ピンと指先で弾けば別の生き物のようにぶるりと震えたけれど、いつまでも立ち上がらないどころか。

        「……い、痛っ、ひっ、もうし……ありませっ……んんっ」

        　意識はしているようだが、青白く染まり汗だくの身体はいうことを聞かぬようだ。固く閉じたまぶたは震え、かろうじて応えようとはしているが、それだけだ。

        　目の前でぶらぶらと揺れるそれを再度爪弾いて、さてこの邪魔物をどうしたものか、と。

        「ああ」

        　考えるまでもないことだと、閃いたままに卵を押さえながら腰を起こし、手を伸ばした先はアイルの腕を縛る紐だ。非力な腕では千切れぬそれも、紫紺の力ならばたやすく切り裂ける。

        「痛っ」

        　強く食い込んだ紐の痕を赤く残した手首を捕まえ股間に引き寄せた。

        「自分で支えろ」

        　再度爪弾くように起こし、腹を打たせた陰茎を掴ませる。

        「は、い……」

        　頭を起こしたアイルが小さく頷きながら、己の陰茎にその細い指を絡める。これで良いかと窺うように、薄く開いたまぶたの間から濡れた薄桃色の瞳が見えた。

        　それがやけに艶めいていて視線が外せない。

        　あの時己が気に入った色は、色欲にまみれるとさらに鮮やかに己を縛る。特に濡れた瞳は、いつまでも見ていたいほどに引きつけられるのだ。

        　ごくりと喉が鳴る。

        　知らず力の入った手によって卵が肉の中に埋もれ、アイルが堪え入るようにきつく眉根を寄せた。とたんに消えた色に、焦燥にも似た感情が湧き起こり。

        「目を開けろ」

        　端的な命令に、即座にアイルは従って、怯えた桃色と視線が合った。

        「良い子だ」

        　思わず呟いて、道具相手に何を言ってるんだと苦笑が浮かぶ。幸いにアイルは従うことだけに必死なようで、その呟きに何の反応も示さなかったけれど。

        　それはそれでどこか不愉快な気分になって、腹いせに卵を押す手に力を込めた。

        「ひあっ！」

        　苦痛に顰めた顔は、けれど視線だけは紫紺に向けられたままだ。

        　開いた膣が薬のお陰で徐々に卵の最大径に近づいていく。ガクガクと痙攣する身体が薬では吸収できぬ痛みに苦鳴を上げ、涙がこめかみを伝い、乱れた髪を濡らす。薄桃色の一束の髪を伝い、ぽたりぽたりと滴が流れ落ちていって。

        　ああ、もったいない。

        　流れ落ちるそれを今はこの身で受けられないことに、焦燥が湧いた。

        「泣くな」

        　堪らず出た命令にひくりと震えた瞳は、もう怯えた被食者のそれだ。抗うこともできぬ悲哀感をその瞳に映したそれは儚げで美しく、どこか、愛おしくて……。

        「！？」

        　刹那紫紺の動きが止まる。

        　いったい自分は何を考えているのか、と。

        　そんな思考は竜人族としては受け入れがたい感情なのに嫌悪感が無くて、そのことに戸惑いは大きいけれど、だからといって切り捨てるのも妙な気がして。

        　儚い存在など、常ならば不要な者だと切り捨ててきていたのに。

        「アイル」

        　なぜに呼びかけてしまったのか、判らないけれど。

        　判らないままに、なぜかいても立ってもいられぬままに、衝動的に卵を押し込んでいた。

        「いあぁぁっ！」

        　いきなり大きく広げられた痛みに喚くアイルを見つめたまま、その腹を撫でる。

        　ぴたりと手のひらに触れた熱い柔肉の濡れた感触に、卵を飲み込んだ膣口へと視線を移した。

        　ようやく飲み込まれた卵は、けれどまだ終わりでは無い。

        「まだ力を入れるなよ」

        　一言言い置いて、指を入れてさらに卵を押していく。

        「うっ、ぐっ」

        　反発する力が強い。腹が脈打ち、太股が震えていた。抜けない力が卵を排出しようとしていて、負けないように潜り込ませた指を増やした。

        　その先に、もっともきつい箇所が待っているのだから。

        「ひっ、ぐっ、うぅぅ……」

        　しゃくりを上げるようにえずき、己のペニスを爪が食い込むほどに硬く握っている。まるでその痛みで腹の奥の痛みを紛らわせるように。

        　また閉じられた瞳は、溢れる涙が増えている。

        　痛みを堪えて息を止めてしまい真っ赤になった顔。けれど冷たい汗は全身に流れ、ガクガクと痙攣するかのように震えている。

        「アイル、力を抜け」

        　強く言っても、痛みがきついのだろう。いつもは柔順なアイルも、分が制御できないのか、歯を食い縛ったままにその頭がわずかに左右に触れていた。

        　いくら薬を使ったとしても、固く閉じていた子宮口を、しかも出産経験も無いそこを無理矢理開かせようとしてるのだ。

        　さらにこうも力が入っては、と、深く息を吐いた。

        　

        　

        　アイルとてバカではない。

        　力を抜けと言われた意味も判っているし、そうした方が自分が楽だと言うことも今までの経験で知っている。

        　けれど、宥めるように腹をさすられても、強い痛みに強張った身体は、決して自分の思い通りにならなかった。それこそ握った陰茎に爪が食い込んでいても、気にならないほどの痛みなのだ。

        「ご、こめんっ、なさっ、んぐっ、ひぐっ」

        　かろうじて、引きつった声音で詫びて、濡れた瞳を紫紺へと向けた。

        　見ろと言われた命令ぐらい守りたい。

        　ただそれだけで向けた視線だったけれど。

        　焦れていたのか、眉根を寄せて顰めていた紫紺が、何かに驚いたようにその目を見開いた。

        　暗い色が多い竜人族の中でも、美しい緑水晶の瞳がアイルを見つめて、それがじわじわと細められる。

        「アイル……」

        　呟かれた名に、新たな命令が出るのかと、意識して耳をそばだてれたのだけど。

        「あひっ」

        　いきなり放置されていた肛門への異物感に、変な声が出た。

        　いつもの浣腸と洗浄に綻んだそこは、一週間近く紫紺の巨大な陰茎を受入続けてきたせいか、細いそれに痛みは無い。むしろ、探るように腸壁を撫でられ、そこからじんわりとじれったいような感覚が湧き起こる。

        　それが、いつも妙なる快感を生み出す場所へと近づいていって。

        「んあっ、ああっ」

        　痛いのに、けれどそのすぐ近くで暴れ出した快感の渦が怒濤のごとく全身に押し寄せてくる。現金な身体は、痛みより快感を欲して、僅かだったそれを増幅させて縋り付く。

        「熱いな。昨夜の名残か、柔らかく蠢いている」

        　揶揄するような物言いで、続いて入ってきた感触に、それが紫紺の指だと気が付いた。

        「卵のせいかな、いつもより狭いようだな」

        　膣内の卵に圧迫されているのか、そんなに激しく動いていないようなのに、込み上げる快感は強い。

        「まっ、待ってぇぇ、ああっ、やあっ、イイぃっ！」

        　いつもいきなり陰茎を挿入されて抉られ貫かれることばかりで、その課程で攻撃されることは多かった。そのせいか広げられる苦しみの中で快楽を与えられていたようなものだけど。今はそこばかりを指で責め立てられていて、ピンポイントの攻撃がこんなにも激しいのだと考えることもできない。

        「あ、あんっ、お、王子さまぁぁっ、ああっ」

        　堪らず縋るように叫んだとたんに、紫紺の指がびくりと止まった。

        　それはまるで放り出される寸前に止められたような、別の意味での衝撃があって、「ひぃぃっ」と苦痛を孕んだ悲鳴が上がった。

        「な、なんでぇ……っ」

        　強請ることなどおこがましいことだとは判ってはいたが、痛みから逃れるために縋っていたものを止められて、堪らずに問いかけていた。涙に濡れた瞳では、紫紺の表情がまともに窺えないけれど。

        「名を……紫紺と呼べ」

        　不意に、そんな言葉が聞こえた。

        「えっ、お、王子さま……あぎっ」

        　理解できないままにいつものように読んでしまった直後、卵が押されて苦痛の悲鳴が迸る。

        「紫紺と呼べと言った」

        「あ、ああっ、も、申し訳っ、ございませっ、あ、し、紫紺さまっ、ああっ、紫紺さまっ」

        　理解するより先に、痛みに押されるように呼んでいた。なぜと疑問に思うまなどなかった。

        「良い子だな」

        　けれど間違いでは無かったのだろう、再び肛門内で動き出した指が、狙い違わず快楽の泉をかき混ぜる。込み上げる衝動に、アイルの喉が裂けんばかりに嬌声を上げた。

        　そのせいで、痛みが意識から消える。

        「あ、ひっ、ぁぁぁっ！　紫紺さまっ、紫紺さまぁぁ、ああぃ、イぃですうぅぅっ、そこは、イィッ、イイッ！！」

        　ぐぐっと下腹に圧迫殻が増す。

        　引き裂けるような強い刺激が、腹の奥にある。

        　跳ねる腰を押さえつけられて、尻とは違う場所にある指が奥へと大きな異物を押し込んでくる。

        　気持ちよいのに辛い。

        　痛いのに、気持ちいい。

        　相反する感覚に、身体がバラバラになってしまったようで、アイルの身体が衝動のままに大きく仰け反って。

        「あ、ぁぁぁぁぁぁぁっ！！！！」

        　グプッ

        　何かが腹の奥に入ってくる。

        　内臓が中から強く圧迫されて、吐き気が込み上げる。

        　けれど、同時に走る快感に、掴んだままの勃起しきった陰茎が小刻みに震えている。

        　迸る射精感に、脳髄を痺れさせる快感が、不快感を消し飛ばし、痛みを疼きに変えた。

        「入った」

        　誰かの声が遠く聞こえる。

        　あれは、王子様──否、紫紺様の声。

        　白濁した世界に突き落とされた意識の中で、朦朧とした思考が、指摘する。

        　紫紺の卵が腹の中にあるよ、と。

        「は、いった……？」

        　知らず呟いていた。

        「ああ、入った。おまえの腹に私の卵が入っている」

        　開いているはずの視界は真っ白のままで、けれど下腹を撫でる少し固い感触は判る。

        　これは紫紺の手のひらだ。

        「これから一年間、おまえが育てる卵だ」

        「た、ま、ご……」

        　確かに聞いてた存在、その姿を先ほど目にしていた。

        　自分の中にいるそれを意識したとたん、何かが身体の奥から湧き出してくる。

        「卵……紫紺さまの卵」

        　湧き出す何かを感じたくて、目をきつく閉じれば意識が腹の中の卵の存在を感じていた。

        　未だ名残の苦しさともに、確かな存在感を感じた。

        「それを強い子を育て上げることがおまえの役目だ」

        「強い子……強い子を育てます……」

        　ああ、育てる必要がある子が腹の中にいる。

        　そう考えたとたん、その卵が愛おしいものだと感じた。まるで条件反射のように、それがたいそう大切なものだと頭が認識したのだ。

        　それに、紫紺からの命令は従うもの。従わなければならぬもの、だ。

        「数日中に卵はおまえの子宮壁と馴染み、おまえの身体を母体へと変化させる。そうなればもっと卵に愛着が湧くだろうよ」

        　淡々とした言葉の意味を、アイルは本能で理解した。

        　今でも中の卵が愛おしく感じている。これを育てなければと思う。

        　だから、こくりと頷き、アイルはそっと閉じていたまぶたを上げた。

        「紫紺さまのお子、強い子を育てます」

        「良い子だな、おまえは」

        　紫紺にそう言われるとほっとする。

        　最悪な運命ならば、少しでも楽な方へという考えは、打算のような気がしたのは最初だけだ。今はもう、楽な方に流されても仕方か無いと思っている。

        　いつか紫紺が自分に飽きたとしても、今を受け入れて暮らすほうが良い。

        　短いだろう人生を、せめて悔いなく生きていたくて、まずは一つ目の試練を乗り切った安心感に、アイルの口元が綻んだ。

        「っ」

        　とたんに、紫紺が目を瞠った。

        　緑水晶の瞳が、アイルの薄桃色を写す。

        「紫紺さま？」

        　何が起きたのか不安を感じ、堪らず呼びかければ、そんな己を恥じたように紫紺が視線を逸らして。

        「強い子にするには刺激を与えなければならぬ。特に今は卵が安定する位置を探している段階だからな。そのために、さっそく使ってやろう」

        　いつも落ち着いている紫紺の、少し早口の言葉を理解するより先に。

        「んあっぁぁ！」

        　張り裂けんばかりの激痛と圧迫感が全身を貫いた。

        　太くて大きくて長くて。

        　けれど痛みだけでなく、固くて、逆立つ鱗が与える感触を身体は覚えていた。

        　全身が大きく震えて、涙が唾液が、そして淫液が溢れる。

        「これが薬で緩んでいない穴か。なるほど、今までこれを味わっていなかったことが口惜しいな」

        「んあっぁぁっ、ああっ、ああっ」

        　開いた口が閉じない。

        　ぎゅうっと固く閉じたまぶたを「開け」と言われて開く。

        　名を呼べと問われて「紫紺さま」と呟いて。

        　解放されていた片手で、紫紺の首に手を回した。それを紫紺が受け入れて、強く身体が密着したとたん、きつさが和らいだ。

        「あ、ああ……」

        　とたんに深く息が吸えた。

        　そして、大きく吐き出して、強張った身体が弛緩する。

        「アイル」

        　耳朶に吹き込むように囁かれ、さらに身体から余分な力が抜けて。

        「おまえは賢いな」

        　鼓膜を振るわせる低い声音に、全身が痺れたように感じた。

        　何だろう、これ？

        「し、こん、さま？」

        　少し体温が低い紫紺の身体を前面に感じていた。身体がこんなにも密着したのは初めてのような気がする。

        　けれど呼びかけに応えはなく、激しくなった抽挿に、アイルの意識もすぐに快感に捕らわれる。

        「んあっ、あっ、あんっ、あ、そこぉっ、だめぇっ」

        　腹が重苦しい。

        　だけど、激しくも甘い痺れたような疼きが止まらない。

        　薬を使われたときより圧迫感も苦痛も強い。けれど、それと同じぐらいにきつい快感を感じる。

        　身体が、紫紺が与える快感を覚えている。覚えていて、うまく絡みついている。

        「やぁ、卵が、ああっ、壊れるぅっ」

        　卵が暴れている。まだ落ち着いてない場所で、何かを探るように回転している。

        　そんなに事細かに感じてはいないのに、なぜか深く感じていた。

        「私の卵だ、この程度では壊れぬ」

        　ばかな考えを嘲笑うように言われているのに、宥めるように目元を舐められた。

        「こんなことで壊れぬ卵は不要よ」

        　気にするな。

        　そんな言葉が聞こえたような気がするけれど、気のせいだったのだろうか。

        「んっ、あっ、深いっ、あうっ」

        「もっともっと深く銜えろ、こんなもんでは私は満足せぬぞ」

        　ぐぐっと切っ先が奥の壁を抉る。

        　丈夫な鱗が肉壁をこそげて、鱗下の浸出液を馴染ませていく。

        「ひっ、あ、あっぃっ、ああんんっっ、くっ」

        　そうなれば理性は薄れ、与えられる快感にだけ捕らわれていった。

        「紫紺さまぁぁっ、ああっ、すごぉぉっ、ひあぁぁっ」

        「おまえはほんとうに……」

        　耳に響いたのは苦笑だろうか。

        　言い淀んだ言葉の先はなかったけれど、いきなり前より激しくなった抽挿に。

        「やあぁ、イクぅっ！　あああっ！！！」

        　いつもより激しい絶頂感が、全てを吹き飛ばす。

        　一気に宙空に引きずり上げられたアイルの意識が、逆らうこともできずに急速に白い世界に落ちていく。

        　深い快感が、華奢な全身を震えさせたことすら、もう記憶に残らなかった。

        　

    

    
        ５

        　

        　子宮内に入った卵は数日かけて馴染んでいく。それがどういうことか、聞いたときには判らなかったけれど。

        「……気持ち……わる……」

        　卵を入れられた次の日から、食べ物の匂いを嗅ぐどころか、目にしただけで吐き気が込み上げて、机の傍でアイルはずるずると蹲った。

        　朝起きたときからの不快感に、まだ胃に何も入れていないというのに、込み上げるそれは治まらない。

        「お体が冷えますので、寝具にお戻りを」

        　傍仕えの竜人に柔らかな布を口元に差し出さたのは受け取れたけれど、穏やかな指示に頷くこともままならない。

        　そういえば、始めて口を利いてくれたのだと気が付いて、視線を合わせようとしたけれど、強くなった吐き気にそれもままならない。

        「吐きそ……」

        「卵が子宮に馴染み始めたことにより、胎内が妊娠に合わせて急速に変化しているのです。無理に食べる必要はありませんが、水分だけはお取りください」

        「にん、しん……。それで……」

        「失礼いたします」

        　力強い腕が、アイルの身体を持ち上げる。不意に高くなった視界に、慌ててしがみつく間もなく、寝具の上に降ろされた。

        　柔らかで寝心地の良い寝具は、あまりにもふかふかで最初は慣れなかったけれど。今はもう、自宅のあの寝具には戻りたくないと思うほどに気持ち良くて気に入っていた。

        　だが、その大好きな寝具にふわりと沈み込みながら、動いたせいか込み上げてき吐き気に身体を丸めて堪える。

        「吐きたいならば、こちらへどうぞ」

        　枕元に置かれた桶は浅く、それを見たとたんに慌ててそれを抱え込んだ。

        　喉を焼く胃液しかない吐瀉物をゲエゲエと吐いている最中、傍仕えの竜人はささっと机の上に食事を片付けて。

        「水にミカンの汁を搾ったものです。一口だけで良いのでお飲みください、さっぱりするかと思いますので」

        　差し出された冷たいグラスに、苦い味から逃れるように口を付ける。

        「２-３日ほどで治まるのが通例ですので、アイルさまも苦しいときもあるでしょうが、穏やかにお過ごしください」

        　汚れた桶を取り上げて、下がる竜人に、アイルは咄嗟に声をかけていた。

        「あの……ありがとうございます」

        　紫紺以外で、始めて声をかけてもらって。誰よりも先に親切にしてもらえて。

        「アイルさまのお世話をするのが私の役目でございますので」

        　義務だと言わんばかりの言葉遣いだったけれど、視線の先で、にこりと笑顔を浮かべて返されて、苦しい気分までもがふわりと浮上する。

        「でも……うれしかったです……。ありがとうございます」

        　苦しさも緩み、強張っていた口元も綻んだ。

        　それは、この館に連れてこられて、始めて感じた安心感だった。その拍子に、ほろりと涙が流れてしまうほどに。

        「卵を孕んだ直後は、体調も悪く、どうしても不安定になります。けれどすぐに落ち着きますので、ご安心ください」

        　その涙すら拭ってくれる手は、ひどく優しい。その優しさが、苦しさを紛らわせる。

        　それにしても、と、アイルは改めて彼を観察していた。

        　今までずっと監視するかのように無言で傍にいた人と同一人物とはとても思えない。竜人としても年配の、髪に白が混じった彼を、そんな思いで見ていたせいか、ふっと苦笑が返された。　

        「今までは監視役の任の方が強く、紫紺さまに害を与える者かの判断もしておりました。ですが、紫紺さまが卵を託されたことにより、私、敬真（けいしん）はアイルさまの正式な傍仕えになりましたので、今後ともよろしくお願いいたします」

        「それがお名前ですか？　敬真さま？」

        　さま、と敬称をつけて呼びかけたことに、敬真はこくりと頷いて返してきた。

        「はい、そうでございます。それにしても、アイルさまはご自分のお立場を理解しておられて、たいへんよろしゅうございます」

        「え？」

        「あなたは耳長族ですので、この館以外では全ての竜人の下として扱われます。ですので、いつもそのように竜人に対しては敬称をつけ、へりくだることが大切かと」

        「あ、そう、ですよね……。紫紺さまもそう言ってた……」

        「ただ、この館内であれば、紫紺さまの卵を託された大切なお方として、我々は皆対応させていただく所存です。ですので、必要なことがあれば何なりとお申し付けください。何かございますか、アイルさま」

        「え、と……あの……」

        　そうは言われても、元が単なる労働階級のアイルには、誰かに頼むということはあまり無くて。

        　勝手が違うことに、それでなくても辛い身体が寝具の中に沈み込む。

        「あ、あの……じゃ……、このまま寝てていいんですか？」

        「はい、夜には紫紺さまがおいでになられるかと思いますが、それまではゆっくりとお体を休めてくださいませ。枕元に水を置いておきますので、こまめにお取りください。何かありましたらすぐにお呼びください。私は隣室で控えておますので」

        「はい……ありがとうございます、敬真さま」

        　紫紺の卵を孕んでいるからか、昨日とは雲泥の差の扱いに、アイルはいたたまれないような気分になって上掛けを掴んで寝具に沈み込んだ。

        　視界はふさがったけれど、アイルの耳が敏感に、敬真が退出していくのを捕らえる。

        　隣室とは言っても窓が間にあって、アイルの様子は丸見えだけど、それでも今までのような緊張感はなく、見守ってくれているという安心感が湧いて出ていた。

        　それに。

        「紫紺さまの卵かあ……」

        　そおっと下腹に手をやっても、重苦しい感じはなくもないが、あまり実感は無い。

        　昨夜のあの広げられる感覚と入り込む違和感を知らなければ、そこに入っているとは思えない。

        　けれど、確かにここに紫紺の卵がいるのだろう。

        　撫でていると、お腹が温まってきたような気がして、その温もりを逃したくないと思って。

        　今度は苦しみからで無く、身体を丸めて腹を抱える。

        「卵……強い子になるように」

        　紫紺に言われた言葉は精神に刻まれていて、アイルがそれに諾と返したことも確かに覚えていた。

        　この先の不安は確かにあって、竜人の耳長族の扱いの酷さも、アイルの精神に暗雲を漂わせてはいるけれど。

        　少なくとも紫紺は、あの貴種の彼に加えられたような無体はしていない。戒めの楔を穿たれた時は、酷いと思ったけれど、けれどそこはきちんと手当をされていて、あんなふうな放置はされていない。

        　それに、傍仕えを付けて、その敬真にちゃんと親切に扱われている。

        　しかも先ほど敬真が言った言葉も、アイルは正確に理解していた。

        　この館の中でなら皆が大切に扱うと言われた意味を。それは、きっと紫紺からの命令なのだろう。でなければ、耳長族に「さま」などと呼ばないだろうし。

        　紫紺はアイルを有無を言わせず浚ってきた酷い竜人なのは確かだけれど、それでも竜人の中では良い方なのだ。

        　それは、あの貴種の彼を見たからこそ思うだけかも知れないけれど、それでも。

        　それでも、紫紺が大切にしてくれているのなら、この卵のために頑張っても良いかもしれない、と、そんなふうに思えるようになっていた。

        　

        　

        　館の中庭に面した南向きの部屋は、北の国の冬であっても穏やかな温もりに包まれている。

        　そんなことを意識するのは、窓辺の安楽椅子でアイルがぷすぷすと寝息を立てながら眠っているのを見たからだろう。

        　子宮に卵が馴染み吐き気が治まったとたんに、今度は睡魔に襲われやすくなったらしく、ほどよく午睡のに誘われる時間となると、アイルはよくこうやって眠っているらしい。

        　普段ならば、こんな時間に館に戻ることなど無い紫紺であったが、年も変わる年末年始となるとさすがに商売は休みがちになって。代わりのように城での行事が増えて、今宵は年越しの宴があるからと早めに戻ってみれば、迎えてくれたのはアイルの寝言だったというわけで。

        「紫紺さまぁ……」

        　なぜかくすぐったくなるほどに甘い寝言に、虚を突かれたように動けなくなる。

        　先日まで、さすがに体調の悪いアイルを抱き潰すわけにもいかず、ほどほどの刺激に押さえていたぶん、今日こそは宴の前にたっぷりと使ってやろうと思っていたのに。

        　窓越しに差し込む冬の日差しがたいそう穏やかに、アイルの薄桃色の髪を輝かせているせいだとは思うけれど。

        　その暖かな色合いに触れたいと思うのに、なぜか腕の動きが悪くて、なんとか強張った指先で柔らかな髪を一房つまみ上げるのがせいぜいだ。

        　髪の間から覗く、耳長族特有の長い耳はピンと立っていてピクピクと動いているのは、無意識のうちにこちらに気が付いているせいか。

        　あちらの国で捕まえたときは、きつい労働をしていたせいか、肌は荒れて髪もパサパサだったけれど。ここでの潤沢な食事と睡眠や手入れ、紫紺の相手以外は労働とは無縁の生活に、なおいっそうの艶をもって、ますます良い色をだしている。

        　冬の光がよけいに暖かく感じられるのは、この色に反射しているせいだろう。

        　指先でいじっているうちに、誘われたかのように身体が下りていく。

        「アイル」

        　囁いても気付かぬ相手を抱き込むようにして、その首筋から立ち上る甘い匂いを嗅いでいく。

        「んっ、ん」

        　舌先で肌を嬲れば、可愛い声が甘く響き、身じろぐ身体に抱え込んでいた腕の力が入った。

        　もうすっかりこの腕に馴染んだ身体の感触に、ぞわりと腹の奥が疼き、重苦しい塊が鎌首をもたげて、じわりと膨らんでいく。

        　込み上げる食欲にぺろりと舌なめずりをして、齧りつきたくなる代わりに喉から顎へと舐め上げた。

        　ほんとうに、どうしてこんなのにも美味そうに見えるのか。食らいたい衝動と同じぐらいに性欲が膨れあがり、今己がどちらに支配されているのか判らなくなりそうだ。

        　だが、いつも勝つのは性欲のほうで、紫紺はアイルの軽い身体を抱き上げて、込み上げる欲のままに寝具へと運び、落とす。

        「んあっ、あっ、な！」

        　柔らかな寝具の上で跳ねた身体が、敏捷さを見せて体勢を変えて、片肘をついて上体を起こしたアイルが、ようやくその瞳で紫紺を捕らえたようで。

        「あ、し、紫紺さまっ、あれっ」

        　いきなり現実に戻ったせいか、慌てて辺りを見渡して、さっきまで寝ていた椅子に視線をぴたりと寄せたとたんに、ふにゃりと耳が垂れていった。

        「惰眠を貪っていたようだな」

        　ほんの少し威圧感を乗せたのは、無意識だったけれど。

        「すみませんです……」

        　申し訳なさそうに項垂れる様子がおもしろく、吹き出してしまったとたんに、アイルの色が朱に染まる。

        　薄桃色の髪に似た色に、全身が染まる姿はいつ見ても可愛いと思うから。

        「今宵の宴は徹夜で続くからな。今のうちに、役目を果たしに来た」

        　前合わせの紐をほどけば、下着など無い身体はすぐにその全身を晒して。いまだ戻っていない肌の色で、紫紺を誘う。

        「う、あ……で、でも、まだ準備がっ」

        「おまえが寝ていたせいで時間が無い」

        　その一言でおとなしくなった足首を掴み上げ、がばっと全開にすれば、昨夜犯したばかり肛門が、未だに色づいたままにひくついて誘っていた。

        「それにおまえのそこは、昨夜程度ではまだまだ物足りぬと物欲しそうにひくついておる」

        「あひっ」

        　広げた股間をじっと見つめていれば、視線に感じているのかアイルの陰茎がむくりと立ち上がり、その奥にある為膣口がほころび、隠微な蜜を溢れさせてきた。

        　その蜜がじわりと溢れ、会陰を辿り色づいた肛門まで垂れていくまでじっとりと見つめていれば、アイルの息が乱れてくる。

        　あの船の中でたっぷりと犯している間に、この身体は紫紺が与える刺激を快楽だと認識している。

        　そのせいで、こうやって見つめてやるだけで、想像に煽られていやらしく濡れるのだ。

        　

        　

        「ああ、準備したいのなら、今しろ、私の両手は今空いておらんからな」

        　くいっと顎をしゃくって、言葉の意味を指し示す。

        　両手ともに足首を掴んで高く広げたままに、どさりとアイルの股間に腰を据えて。

        　アイルの顔が羞恥に染まり、その瞳が潤んで揺らぐ。けれど、ためらいは一瞬で、柔順なアイルの手が伸びてきた。

        「しっかりと広げろ。今宵も薬は使わぬぞ」

        「は、い……」

        　その言葉に、怯えた瞳がこくりと頷く。

        　耳長族の小柄な身体にはきつい紫紺の陰茎を、あの卵を入れた日から弛緩剤無しに受けて入れさせていた。入ってしまえば体液の影響もあってすぐに快感を貪り出すのだが、挿入時はさすがにきついのだろう。

        　いつも涙を流して苦しんでいるのだが。

        　一度あの締め付けを味わった身としては、二度と薬を使う気にはなれなかった。

        　それに。

        「ん……」

        　身体を丸め、伸ばした指先で探るように肛門を辿り、その指先が入っていく。股間を辿るときに濡れた指は、その程度なら、なんなく奥深くに侵入を果たし、すぐに２本目が入っていく。

        「んあっ……ぁ」

        　身体の柔らかなアイルが丸まって、指が肉の中で蠢き、絡みつく。

        　なんだかんだ言っても紫紺を受け入れられる穴だ。そこは適度にほころび、すぐに３本目を迎え入れて。

        「あ、んっ、……あぁっ」

        　怯えたように紫紺を見ていた瞳が閉じられ、喉を晒して、甘い嬌声が零れ始める。

        　ぐちゃ、ぐちゅっ、と探るように蠢く指に、時折身体がびくりと跳ねた。

        　欲に煽られた身体から、興奮した雌の匂いがしてきて、ますます紫紺の雄を煽ってきた。

        　雌雄同体の身体は、その相対する相手によってその色香を引き出していく。

        　今のアイルは、紫紺のための雌だ。異種とは言え人であることは違いなく、何よりその穴の名器さは、紫紺自身よく知っていた。少なくとも、受精を望んだ親友で味わった時よりも、はるかに強く紫紺を酩酊させてくれるものなのだ。

        「んあっ、ああっ、んっ」

        　一度刺激を始めたら止まらなくなったのか、足を掴む手にまで揺れる腰の動きが伝わって、今は両手の指が二本ずつ入って、狭い肉坪を広げていた。

        　ぺろり。

        　視線が外れないままに、舌が唇を舐める。

        　ごくりと喉が鳴り、身体が近づいていく。

        「アイル……」

        「……ん、……ま」

        　呼べば、閉じられていた瞳が薄く覗いて、熱い吐息に乗せられた音の無い呼びかけに、さらに気分が熱く昂揚していった。

        「アイル、私の準備をしろ」

        　ぐぐっと身体が近づいた分、アイルの足がさらに広がって、肩の方へと押し曲げられていく。その分近づいた股間を服ごと押しつけて、言葉の意図を悟らせた。

        「欲しいなら、自分でやれ」

        　グイグイと明らかに昂ぶった股間の塊を押しつけて、アイルの陰部を刺激する。

        「ん、あ、っは、いっ……」

        　すでに流れるほどに濡れた股間は、我慢ができないとばかりにひくついている。

        　返事はしたけれど、躊躇うように視線を泳がせていたアイルだったけれど、快楽を知った身体が求めているかのように、その腰は揺らぎ、全身が朱に染まっていた。そんな欲に駆られたままなど淫乱な身体が耐えられる物では無く、もとよりアイルは紫紺の命令には柔順だ。

        　ずぽりと抜き出された指はたっぷりと濡れて湯気を上げて震えていたけれど、動かしづらいのかガクガクと不気味な動きで紫紺の衣服を緩めていった。

        　その濡れた指が、すでに猛った紫紺のペニスを取り出して、絡みとる。とたんに背筋を走った疼くような快感に、目の前が赤く染まった。

        　すぐに手を離し、落ちる足もそのままに華奢な腰を掴んで引き寄せた。

        「んああぁっ！」

        　グブッ

        　隙間から空気が溢れ、泡立つ粘液が噴き出して。絶対的な容量が狭い肉筒を押し広げ、征服する。

        「……っ」

        　熱くぬかるんだ肉の中に押し入ったその妙なる快感に、ぞわぞわと全身の鱗が逆立って、見開いた瞳が血走り、恍惚に歪んだ唇から犬歯が覗いた。

        　アイルから味わう快感は、未だかつて無いほどに素晴らしく、囚われる。

        　もっと、もっと激しく深く。

        　いきなりの挿入に、苦しむアイルを尻目に、身体はもっと激しく欲しがった。

        　それに耐えられないのは、アイルが淫乱な身体を持っているせいなのだ。

        　こんなにも相性の良い身体を持っているせいなのだ。

        　ぶぢゅ。

        　埋め込んだ陰茎をゆっくりと、ぎりぎりまで引きずり出して。

        「んがぁぁっ」

        　一気に押し込む。

        　きゅうっと絞られる心地よい感覚に酔いしれて、もっと欲しくて堪らなくて。

        「んあぁっ、あぁっ、んがあ、あっ、ぁっ！！」

        　もう止まらない。

        　元々は卵に刺激を与えるための行為であることなど、すでに紫紺の頭の中に無く、ただこの妙なる快楽に浸りたいとばかりに、腰が衝動的に動くのだ。

        　しかも、昨日まではなんとか理性を持って堪えていたのだが、今日はそんな制限をするつもりなど無くて。

        「んあ、し、紫紺、さまっ、ああっ、きっつぅぅ、ああっ」

        　絡みつく逆立った鱗に、アイルが泣き喚いているけれど、それすらも甘露だと、抱きしめて吸い付き、舌を出して喘ぐそれに食らいつく。

        「んぐう、うっ、あっ」

        　小さく薄い舌に竜人のそれで絡みついて、引きずり出して。

        　粘膜に包まれたもう一つ肉の穴を、唇で舌でたっぷりと味わい尽くす。

        　腕の中で震える身体に、己のそれより体温が高く、今や熱いほどに萌え盛っていて、それもまた気持ちよい。

        　より深く、より激しく。

        　欲しいものは全てここにあって、それを我慢する理由も無くて、紫紺は思うがままにアイルを貪った。

        　それは、溜めていた分長く激しく続き、宴に向かう準備の時間だと敬真が戒めるまで続いたのだった。

        　

    

    
        ６

        　

        　卵を腹に抱いてから三ヶ月と少し。

        　抱卵部屋と言う名のアイルの部屋で毎夜紫紺の相手をする日々は、最初の頃のように早々に意識を失うことは無くなった。けれど、その分長く、激しくなったのではないかと思うほどに、紫紺との行為はアイルを翻弄し、激しい快楽の渦に溺れさせられる。

        　もう慣れたと思ったら、さらなる体位で交わって、羞恥に悶えるような事をさせられて。

        　紫紺に指摘されるまでもなく、自分の身体がどんどん淫乱化していくのが怖いほどだった。

        　それでも、そんな時間がある──それが大半だったにしても、それでもアイルの生活は快適だった。

        　最初に言われた通り、アイルがおとなしく言うことを聞けば、紫紺とてそんなに乱暴ではない。

        　施されている充実した衣食住は、アイルが南の国で日々を暮らしていた頃よりもはるかに上質だ。それに、紫紺の館の中でなら、大切なものとして扱ってもらえる。それが大切な卵の孵卵器だからというだけなのだと、身のほどをわきまえる必要はあることは理解していた。

        　耳長族に好意的とは言っても、彼らの意識にあるのはせいぜいが愛玩動物なのだということは、傍仕えとしていろいろ教えてくれるようになった敬真から言い含められていてたからだ。

        　知らない方が危険だからと北の国ではできるだけ控えて隠れて暮らすことを教えてくれた彼は、紫紺の館から外には出ないようにとこんこんと言っていたのだ。

        　敬真によれば、一般庶民の方が貴重品でもある耳長族を大切に扱う場合もあるけれど、金に物を言わせることができる富裕層は、耳長族を使い捨ての道具だと思っているという。だから普段は閉じ込めていて、犯しやすいからと裸で過ごさせることが通常だとも言っていた。それどころか性奴隷扱いで、客人に提供しているところも多々あるという。

        　けれど、紫紺はアイルにきちんとした衣服を与え、部屋からも連れ出してくれる。

        　アイルが紫紺しか知らないことも、それは紫紺の優しさなのだと敬真は言っていた。毎日の相手が面倒で、複数の他人に供与することなど良く行われているのだと。

        　アイルも貴種の彼を襲っていた輩達を知っているから、その言葉の方がすんなり理解できていた。

        　もともと竜人自体苛烈な性格の者が多く、実際紫紺も最初は無理矢理で乱暴で、今も怒らせると怖くて恐ろしいのは変わらない。特に彼の勘気に触れれば、その仕置きは強烈なのだ。

        　命令が聞けなくて、その怒りのままに柔らかなところの毛を無理に引き抜かれたこともあるし、恥ずかしいこともさんざんさせられた。尻叩きなど序の口で、吊るされて鞭で打たれたことも、犬のように這いつくばって引きずり回され、餌だと口だけで食べさせられたこともある。

        　けれど、普段の紫紺はそんなことはあまりなくて、館内であれば紫紺か敬真が一緒であれば出歩いて良いと言われていて、最近ではあの館で働く何人かの竜人とも顔見知りになっていた。挨拶をしたら丁寧に返してくれるし、決して邪険にはされていない。

        　毎日の紫紺の相手は大変だけれど、それでもそんなふうに少しは気が安らぐ時間があることが、アイルの精神を落ち着かせてくれていた。

        　それに、最初のうちは、そんな紫紺を怒らせないよう唯々諾々と従うしかなかったけれど、紫紺への適切な対応は彼を喜ばすことに気が付いてからは、少しだけ考え方が変わっていった。

        　最初の頃に指呼の兄である第一王子に対する悪評とあの貴種の彼の存在を見せつけられたせいで感じていた竜人族への恐怖も、紫紺に対しては少しは変えることができている。

        　苛烈だと言われる彼の性格も、特に間違った者、勘違いした者、そして愚かな者相手だと如実に出るのだということも理解してきた。

        　紫紺が気に入る対応ができると彼は優しいし、褒美のように施される口づけもなぜだかとても安心できるものだった。それに機嫌が良ければ、稀な笑みすら見せてもらえて、頑張った甲斐があったと思えるし。

        　最近、誰も隣室にいないこともあるのは、紫紺からの褒美だ。

        　けれど、その紫紺は二日ほど前から、任務で館を離れていた。

        　すぐ近くの街で彼の持つ商隊が立ち往生したとの知らせに、他の誰もが止めるのも聞かずに出ていってしまったのだ。

        　その間、卵への刺激は自分でこなせと、立ち壁に張り型がつきだしている道具を渡されている。それは前屈みになって尻を突き出し、自らそれを銜えて抽挿する仕組みのもので、一人で絶頂するまで張り型で尻をふりたくる様は、はっきり言って恥ずかしい。しかも、その時ばかりは紫紺の命令で監視している敬真が確認するのだから、よけいに耐えられない。けれど、卵のためと言われれば、アイルには逆らえなかった。

        　今はもうすっかり子宮に馴染んだ卵が、アイルはひどく大切なもののように思えてならないのだ。

        　もとより耳長族の母性本能は強い。他人の子すら自分の子のように慈しむ質で、そんな母性本能が如実に現れているためだ。それは卵殻に含まれる成分と子宮内壁が反応して、擬似的な母性のための分泌物になって脳に回るからだと言われているらしい。

        　それだけでなく、紫紺に「強い子を育てろ」と言われたことに、強く従いたいと最近やたらに思うようになっていた。強い子を育てたら、きっと紫紺は悦んでくれる、そんなことを思い始めると止まらないのだ。

        　だから、きつくて辛くて恥ずかしい行為でもなんとかこなして、休む日々。

        　紫紺はすぐに帰ってきてくれると思うから、これは少しの間だけのことだから、と。そんな一人行為の後は急速に襲ってきた睡魔に、アイルは逆らえずにそのまま寝具に伏して眠りにつく。

        　紫紺相手ならもっと保つのになと思いながら、そのまま深い闇に陥って。

        　

        　

        　いつもの寝具の上で昨夜は一人で寝入ったはずなのに、きりきりと腕に食い込む痛みと、揺らぐ身体の心許なさに気がつけば、辺りは薄闇に包まれていた。

        　しかも、全裸で縛られ吊られている状況に気が付いて、悲鳴が迸る。

        　光を良く感じる瞳は、窓にかかっている分厚いカーテンの隙間からのわずかな光を捉えて、薄闇でも部屋の様子を窺えた。

        　少なくともここは、アイルが知っている場所ではない。

        「誰かっ、誰か、いない？」

        　いい加減、自分の身に起きる信じれない出来事にも慣れたと思っていたけれど、何が起きたかまったく判らないこの状況に不安は強い。

        　特に最近は少し扱いが良くなっていると思っていたから、余計にだ。

        　ひとしきり騒いで助けを呼んでみても、聞こえの良い耳がピクピクと動いて探ってみても返ってくる声はない。

        　今までこんなにも音が聞こえなかったことはなかった。しっかりと防音の効いた部屋だとは判ったけれど、それは何の助けにもならなかった。

        　もしかすると、紫紺の館の外なのかも。

        　そんな恐ろしい考えが頭に浮かび、さあっと血の気が失せて、激しい悪寒に身を震わせた。

        　少し寒いこんな環境に、あの館の人たちが大切な卵を放置するわけが無いからだ。

        　あの館以外で、さらにそれが貴族などの館だったとしたら、自分のような耳長族の立場など塵芥も同様だからだ。

        　唯一助けてくれそうなのは、紫紺の館の人々だけれども、ここがどこかも判らないうえに、こんなふうに縛られていては彼らに連絡のしようもない。

        　襲いくる不安は強く、自由にならぬ身体に苦痛が増してくる。

        　吊られた身体は、身動きするたびにゆらゆらと揺れて、よけいに縄が腕に食い込んだ。かろうじて届く足裏が届く程度で、なんとかバランスを取ろうとするけれど、後ろ手に縛られ背中からぶら下げられては、どうしても安定しない。

        　胸と腕に食い込む縄はたいそうきつく、時折爪先立ちになって少しでも痛みを和らげようとするけれど、僅かな時間しかもたない。何より、そうとうきつく縛られているのか、腕など縄から先がだんだん冷たく痺れてきている。

        　それに、寒い。

        　何一つ身に纏っていない状況もその寒さを助長してるのだろうけれど、その冷えが腹を襲ってくるのが気になった。

        　最近少しだけ膨らんできた下腹も、尖ってきたように前に出てきた乳首と乳房も剥き出しなのだ。

        　敬真から、冷やさないようにとさんざん言われ続けているからよけいにだ。

        　それが少し気になって、せめて卵の入ってる腹だけでも温めたいと思うけれど、どうしようもない。

        　それにしてもどうしてこんなことになっているのか、薄闇の中で少しでも情報を得ようとするけれど、見えるものは客間のような家具ぐらいで、音もしない。

        　その静けさに、闇雲に恐怖が押し寄せてくる。

        　こんな恐怖は、紫紺に拉致された直後以来だと、不意にそんなことを思い出した。

        　紫紺に拉致された時も恐怖はあったけれど、それでもあの時はすぐに紫紺に犯されて、そんなことを考える暇も無かったけれど、今はただ吊されているだけの上体のせいか、やたらに嫌な考えばかりが浮かんでくる。

        「んくっ」

        　腕が痛くなって爪先立ちでなんとか緩めて、その拍子にチロチロと小さな音色を鈴が奏でた。それは、一ヶ月前に鈴口に穿たれた戒めの楔の跡地につけられたものだった。

        　かしめて簡単に外れないようにされたそれだけは、どうやらこの身に残されたらしいけれど。それがさっきから揺れるたびにちりちりと小さな音を立てている。

        　それは、平時であればむず痒いような刺激を与える敏感なアイルには酷な飾りであったが、それで紫紺の怒りが解けるのならしようがないと、できるだけ意識しないようにして、付けている飾りだった。

        　チリチリ。

        　腕のしびれと食い込む縄に、少しでも楽になろうと身を捩れば、陰茎の先の鈴が鳴る。

        「んっ……」

        　それが小さくても甘く疼く。

        　なんでこんな時に、と思うけれど、前に吊されながら犯されたこともある、と思い出した瞬間、陰茎がぐぐっと鎌首をもたげてしまったのだ。

        　それは泣きたくなるほどに恥ずかしく、その浅ましさにひどく落ち込む。

        　少なくともここには紫紺はいない。

        　そして、この先、何が起こるか判らない。なのに……。

        　浅ましい反応を示す身体が恥ずかしくて堪らずに俯き、大きくため息を吐いたその時。

        　最初に足音を捉えた。

        　それは耳長族の躍動するような音で無く、明らかに竜人族の重々しいもので。しかもそれが複数聞こえたのだ。小さかったそれが少しずつ大きく、助かると思うより先に最悪の想像に恐怖が湧き起こる。

        　通り過ぎて欲しいと願うのに、けれどその足音は近いところで止まってしまって。

        　微かな音を立てて鍵が開いて、きしむ音すらしない良質な建て付けの場所だと、判ったの時には、差し込んだ明かりの強さに目に痛みが走った。

        　慌てて閉じた時には遅く、薄闇に馴染んでいた瞳にその光は強く、目が眩んでしまった。

        　と同時に、三人の衣擦れの音が近寄ってきた。耳長族の聴力は竜人族のそれより良くて、この距離であれば見えなくても確実に判断できるのだ。

        「へえ、これが」

        「ああ、紫紺王子のお気に入りだと」

        「まあ、確かに珍しい色をしているが、はっ、孵卵器を愛玩するとはあの王子もたいしたご趣味よな」

        　眩んだ白い視界に、闇のように佇む三人の、しかも状況からして竜人以外あり得ない彼らの存在に、アイルの全身から一気に血の気が失せた。

        　少なくともこれが紫紺の企てでは無いことは一瞬で理解できたし、何より彼らの物言いに第二王子たる紫紺への尊敬の念が全くないことは明かだったのだ。

        「この腹にあるのが紫紺王子の卵か？」

        「ひっ」

        　下腹に不意に触れられて、その冷たい手とそれ以上の悪寒に、身を竦ませた。

        「逃げんじゃねえよっ、このガキっ」

        「ああっ！」

        　何かが破裂するような音が右と左で連続して響く。続いて振動が頭蓋内に伝わり視界がぶれた。遅れて走った痛みと揺れる感覚に一瞬意識が遠ざかりかけたことを知る。

        　男の一人か左右の側頭部を続けて殴ったのだ。それが敏感な耳孔を圧迫したのだと気が付いたのは、その直後だった。

        「ったく、躾がなってねえ」

        「王子に甘やかされてんだよ、きっちりしつけてやらねえと」

        　どこか遠くでしゃべっているように男達の声が聞き取りづらくなっていた。

        　けれど、男達はさっきから離れるどころか近くなっている。

        「だが、こいつは王子しか相手していないっていうからな、どうせ生まれてもたいした子じゃねえよ」

        「ああ、昼夜を問わず犯された借り腹からお生まれになった第一王子様のお子に比べりゃあなあ」

        　ハハハッと甲高い声が笑い声がうつろに響く。

        　何だこれ。

        　不快な感覚に、怯えが強くなる。音がうまく聞こえない。遠くのざわめき、風の音、近い人の呼吸音、心拍音、意識すること無く聞こえていたそんな音が一気に消えて、近い会話でもくぐもっている。

        「耳、耳が……」

        　痛い。確かに奥の方が痛い。

        「はあ？　……ああ」

        　竜人の一人が呆然とするアイルの態度に嗤う。

        「耳長族は聞こえないことを不安がるからな、遊ぶときはまず耳をつぶすってのが常識なんだぜ、知らねぇのか」

        　アハハと馬鹿にするように嗤われて、知らないと返すこともできない。

        「耳孔を狙って平手打ちすりゃ、けっこう簡単に奥の膜が破れて、聞こえにくくなるって寸法よ。ついでにこの耳も断ち切ってやるとおもしれえんだが」

        　ぐいっと二つの耳をひとまとめにして掴まれて、根元が千切れそうな痛みに音の無い悲鳴が零れた。

        　ためらいの無い彼らの行動に、冗談なんかじゃ無いと判ってしまって。

        「おいおい、最初っから飛ばすなよ、まずは、だろ」

        　少なくとも後から実行するつもりなのだろう。

        　手が離れても、震えが止まらない。

        「や、やめて……ください……」

        　紫紺の時は決して出ない拒絶は、けれどやはり男達の勘気に触ってしまったようで。

        「はあ、止めてって何様だよ、てめぇは」

        「ああ、てめえは早く突っ込んでって強請るしかねえだろうよ、あの玩具みてえによ」

        「おまえも見ただろう。俺たちに突っ込まれてヒイヒイ喜んでた白い奴を」

        「え……あっ」

        　そこまで言われて、アイルはようやく思い出した。あの時、あの貴種の彼を犯していた竜人達と今目の前にいる彼らが同じ者だということに。

        　あの時、城の最下部とも言える下男達が棲まう区画で飼われていた彼を、打ち据えながら犯していた者達。

        　思い出して彼らの顔を見上げれば、その瞳に浮かぶ色は、あの時と同じで……。

        　あの時の恐怖を思い出して、ガクガクと震えるアイルに、男達は嗤って言った。

        「あれがさあ、ぶっ壊れちまって、最近溜まってたんだよな。そしたら、別のを用意してもらえるって聞いて、喜んできたんだぜ。だからたっぷり楽しませてくれよ」

        「あれはまだ遊べたっていうのに、おまえが両方に三つも四つも卵を入れるからだろうが、しかも一週間以上経って硬化しきった腐ったのをよお」

        「二輪差しも平気な孔のくせして、受け入れなかったあれが不良品なんだよ。喜んで銜えてたくせによお。もっとなんて言うから、押し込んでやったって言うのに、血反吐吐いて壊れるなんて思わねえよ」

        　惜しいと言いながらも、楽しげに語る内容は受け入れがたいもので。

        　まだ柔かな時に一つ入れるだけでもきつかった卵を複数個。入るはずも無いそれを無理矢理いれられて。

        「ひ、いぃぃぃぃ」

        　残虐な彼らの行為に、震えが止まらない。

        「まあ、いきなりはそんなことしねぇぜ、俺らもさ」

        「そうそう、まずは溜まってるザーメンを絞り出させてもらうから、それからだな」

        「やぁ……あっ」

        　竜人の冷たい手が尻に触れる。

        　逃げようとするけれど、つま先立ちで吊された身体が自由になるわけもない。

        　ぐいっと腰が上げられて、胸と腕に食い込む痛みが強くなったとたん。

        「ひぎあぁぁっ！！」

        　一気に奥まで入ってくる肉塊が奥を突き上げる。

        　腸壁が破れそうなほどに激しく強いそれは、快感よりも痛みが強く、苦痛と恐怖しか感じられない。

        　しかも、力の強い彼の抽挿は絶え間なく、ガツガツと貪られて、身体を捩ることもできなくて。

        「やあ、ぁ、ぁっ、がっ、あっ」

        　突き上げられるたびに、声帯が意味の無い言葉を吐き出すだけだ。

        「おい、こっちも孔はあるんだぜ」

        　しかも、別の二人が揺れるだけの足を抱え上げて、さらけ出したのは女陰のほうだ。

        　とたん、男達の考えが想像できて、アイルは白目が目立つほどに見開いた。

        「や、やだぁっ、そこはやめてぇぇぇっ」

        　卵を入れられたときに広げられただけの場所は、実のところそれかし知らない場所だ。流産の可能性が高いからと紫紺は使っていない。

        「卵が……卵が……」

        「ん、ああ、流れるって？　はは、大丈夫さ、てめぇの腹の中の卵が強ければな。第一王子のお子なんか、こっちでさんざん突き上げられたっていうのに、最後には二輪差ししても、流れなかったしなあ。ああ、でも、どうせこん中の卵なんて弱いんだろうから、とっとと流して新しい卵を孕んだ方が良いんじゃねえか」

        　指が、膣の中に入ってくる。

        　その違和感に、ぞくりと総毛立ち、背筋を這い上がる悪寒に震えながら、激しく頭を左右に振った。

        「お、お許しを、後ろだけならいくらでも、いくらでもお使い、くださ、い……、でも、でも……」

        　たとえ強い子のために必要であっても、それは紫紺にしてもらいたい。

        　こんな訳のわからぬ竜人の者に犯されたくなかった。

        　けれど、怯えるアイルに劣情をそそられたのか、彼らが取り出した陰茎は勃起して、粘液すら滲ませている。怖がるアイルがさらに彼らの欲を誘うのだと、怯えるアイルには判らない。

        　近づいた彼らから饐えた臭いがするのは、汗だけでないようで、吐き気すら感じるほどの嫌悪感が湧き起こった。

        　ちらりと見下ろしたそれらも、色素が沈着しているだけでなく、汚れが付いているようだった。

        「さあて、こっちの味はいかがかな？」

        「待って、待って──止めてぇぇっっ！」

        　アイルの悲鳴でしかない懇願は、けれどきれいに無視された。

        　もとより力の強い竜人に、アイルの筋肉が逆らえるはずもなく、一気に股間を広げられて、逃げる間もなく汚らしい陰茎が潜り込んでくる。

        「やっ、ああぁっ、やめてぇぇっ、いやぁぁっ」

        　頭を振りたくり泣き叫ぶアイルに返されるのは嘲笑だけだ。

        　後ろから突き上げられる動きに合わせるように、グイグイと他人の肉棒が入り込む絶望に、アイルの見開いた両目から滂沱のごとく涙が流れ出す。

        「いや、いや……いや……」

        　紫紺のものでない陰茎が食い込むことの、なんと恐ろしくもおぞましいことなのだろう。

        　体温の低い竜人の陰茎が、まるで熱を持たない器具か何かのようで、悪寒ばかりが身体を支配する。

        　吐き気がするような嫌悪感と恐怖に、アイルの身体の震えが止まらない。

        「い、や……あっ、あ……あぁ」

        「うほっ、マジきつい。こりゃあ、ほとんど使われてねえぜ」

        「こっちもいい塩梅に熱い肉が絡みついて、たまらねぇ」

        「おいっ、さっさとやれよ。俺だって突っ込みてぇんだ、早くしねえよと貴様の孔、犯すぞ」

        　じれったく要求する残りの竜人に、彼らも苦笑を浮かべた。

        「おお、ちょっと待ってろ。ほぉら、イイ声で啼けよっ」

        「こっちもだ、ほら、ほらっ」

        「いああっ、ああっ、ぎあっ、あっ」

        　前と後ろ、互い違いに、あるいは同時に、突き上げられては抜く寸前まで戻って、また入り込む。

        　こんな輩に感じたくは無かったけれど、紫紺の巨大な陰茎に嬲られ続けて快楽を教え込まれたアイルの敏感な身体は快感を拾い上げている。

        　けれど、今は嫌悪感ばかりが先に立ち、恐怖に震えることしかできずに、突かれる拍子に声が漏れるだけだ。その股間では萎えた陰茎が鈴の音色を立てながら踊りまくり、始めて雄を銜えた陰部から、刺激に出てきただけの愛液がぶちゅぶちゅと泡だって流れ落ちる。

        「いやっ、あっ、やだっぁ、ああっ、たま、ごっおっ、ああっ、だめぇっ、ああっ」

        　流れる涙が小さな乳房を濡らし、男の固い腹が膨らみのある下腹を押しつぶす。ごりごりと外から卵を圧迫されて、その痛みにアイルは泣き喚いていた。

        「こ、壊れるっ、止めて、ああっ、ひいっ、うっ」

        「壊せよ、腹の中でバリンと壊れる感触も乙のもんだぜ」

        　得意げに伝えられた言葉に、彼らがそれを実践したことがあるのだと気が付いた。

        「ひっ、お、おねが……い、しますっ、た、卵だけは……」

        　こんなにも愛おしい卵を、ここまで温めた卵を、壊されることは恐怖でしか無くて、嫌悪感も何もかも拭い捨てて必死になって懇願する。

        「お願いっ、お願いしますっ、何でもします、何でもしますから、卵だけは」

        　薄桃色の瞳から溢れた涙が、青白くなった頬を流れ落ちる。

        「み、みなさん、どうか、いっぱい愉しんで……だからっ」

        　両足を抱え上げられて、ぱっくりと広げられた股間の筋肉に力を込めて、ごりごりと内壁を擦る二つの陰茎を締め付ける。

        「ほほっ、締まりが良くなったぜ、淫乱孵卵器はもっと嬲って欲しいってか？」

        「は、はい、お願いしますっ、みなさまの、みなさまのっ、お好きなように……だから、だから、卵だけはっ」

        　ゴリ、ズリッ、ブジュ、グジュッ。

        　二つの音が繰り返し、さらに激しくアイルの中と外から響く。

        「良い心がけだ、そうだな、おまえが俺たちが飽きるまで付き合ってくれるってんなら、その卵のことも……考えてやっても良いな」

        　ぺろりと目の前の竜人が、いやらしく舌なめずりをして。

        「俺たちゃ、第一王子さまから特製の性欲増強剤をたっぷりといただいて、あれを犯してきたせいか、その辺の穴をいくら犯っても物足りなくってしようがないんだわ」

        「もう穴だったら、何でも良いのさ」

        「ばかばかに緩んだ穴でも射精しまくってやったっていうのに、壊れやがって」

        「ああ、簡単に壊れやがって……俺たちを待たせた罰だっ、ほれっ、俺たちを悦ばせてみろっ！！」

        「ひぎっ、ぎぃぃっ」

        　抱え上げられた足が、一気に下へと降ろされて。体重がのって絞まった縄が腕に激しく食い込む。肩まで響いたそれに悲鳴を上げるまでも無く、腰を強く掴まれ降ろされて、最奥を穿つ衝撃に全身が硬直した。

        　信じられないほど奥に、前も後ろも届いている。

        　白目を剥いて、力無く開いた口角からたらりと舌がこぼれ落ちた。

        「へへっ、良いだろう？　閉じた先を広げられて」

        「ちん先が、かってえ殻をノックしてるぜ、響いて堪んねえだろう？」

        　揶揄でしかない言葉を吐く竜人の目は、すでに正気で無かったけれど。信じられぬほど奥まで犯されたアイルはそれを知覚することなどもうできなくて。

        「んああっ、おくう……たまひょぉ……壊へぇ、やだぁぁ、ああっ、おねがっ、おねがあぁぁいいぃぃ」

        　激しく揺すられ、突き上げられ。

        　狂った竜人たちが望むままに犯され、弄ばれて、快楽など二の次の恐怖の中、アイルの精神は卵のためだけに、快感にのめり込めない。

        　けれどどんなに懇願しても際限の無い陵辱に、アイルの身体が痛めつけられていく。

        　今まできついと思っていた紫紺との行為は、こんなのに比べたらほんとうに優しいのだと思うほどに。

        「やめ……ひいぃぃ、お願、ぁぁぁい……、ああっ、ひぃぃっ！」

        　叩き付けられるように吐き出された精液は、１回で外まで垂れるほどに多かった。

        　薬で狂わされた身体は、そんなところまで異常性を見せていて、その異常なまでの性欲でアイルを痛めつける。

        　交代した竜人の陰茎が入り込み、溢れた精液が下肢を流れ落ちる間もなく。

        「おい、流れっちまう。足首を縛って上から吊せ」

        「おう」

        　足具に縄を巻かれ、高い位置に上げられる。

        　体重が、肘の上腕近くに巻かれた腕と足首に食い込んで、その痛みはさらに強くなり、腕などもう指先に感覚が無くなってきている。

        　尻が高くなって、溢れる精液を押し込めるように、やっと順番がきた竜人が、先より激しく快楽を貪る。

        　それが済めばまた次が。

        　三人しかいないはずなのに、途切れなく前と後ろの穴には何かが入っていた。

        　冷たい、固い。

        　それが玩具なのか竜人のそれなのか、知覚することすら困難で、吊られた感覚が無くなっても、未だゆらゆらと揺れているようで。

        「ああっ、いやぁぁ、おねが……ひゃ……あ、たみゃ……たみゃごぉぉ」

        「ああ、まだ壊れねえぞぉ……、おい、もっともっと激しくねえと、これ壊れねぇぇ」

        「だったら、二本同時にいれようぜぇぇっ」

        　足が加減無く抱え上げられて。

        「ぎああぁ──っ」

        　ボキッと体内に響く衝撃に、喉が血を吐くほどの絶叫が迸った。

        　けれど、それすらも無視されて、ミシミシと女陰が音を立てて引き裂かれる痛みに、もう開ききった喉からは音すら出ない。

        　壊れる……。

        　壊さないで……。

        　行き過ぎた痛みに、もう麻痺すらしたように意識が離れていく。

        「あ、ぁぁ、ぎぁっ、ああっ」

        　竜人に比べれば小さな身体に、三人の身体が重なって、もうアイルの身体はほとんど外から見えない。

        　そんな肉の中心で、アイルはただ悲鳴を上げ続けるだけだ。

        　もう時間の感覚さえ無くなっていて、あれからどのくらい経ったのか判らなくなっていた。

        　今が昼なのか、夜なのか。あれから何日が経っているのか、それともまだあの日なのか。実は時間など経っていないのか。

        　股間でグチャグチュと泡立つ体液は、ほとんどが竜人達の精液で、床に液だまりができるほどになっており、乾いているものもある。

        　床に這い、けれど縛られたままは変わらなくて、手先の感覚が無くなっていた。片側の足は、血の気を失い腫れ上がって、不自然に揺れている。

        　抱え上げられた身体が再び陰茎の上に降ろされる。

        　もう何度も突っ込まれたそれを、難なく銜え込むけれど、辛いのは変わらない。

        「やめ……、卵、たま゛ょおお、があ……許しでぇ……あっ、んぐっ」

        　快感は無い、痛みと嫌悪すらもう感じない。

        　狂った竜人達の欲を解消するだけの行為に、アイルの声音は弱くなっていた。

        　竜人達の位置が変わる。

        　今度は背面に一人、前にも一人、斜め後ろに一人。けれど、入っていくのは肛門だけ。

        　鱗の無い、紫紺よりは細い陰茎とはいえ、三本あればそれはひどく太い。

        「ひ、ぎいぃぃぁぁぁっ」

        　衝動的に出る苦鳴はすでに掠れていた。

        　ただ耐えられない疲労感に意識が薄れていく。

        ……紫紺さま。紫紺さま、助けて……。

        　何より守らねばならぬ卵が壊れてしまいそうで。

        　アイルは縋るように頭の中で紫紺の名を呼んでいた。

        　

    

    
        ７

        　

        　二日前に相談を受けた、商団長曰くやっかいな揉め事は、けれど紫紺の手腕にかかれば数度の交渉でたやすく処理できて、こんな簡単な問題を早々に処理できなかった商団長に厳罰を与える。

        　そのまま馬の踵を返して館に帰還したのは、出発から四日後のことで、我ながら素早く処理ができたことにほっと一息吐きながら、ふっとアイルの様子が気になった。

        　毎日の性交は、強い子のために必要とは言え、こんなふうにいきなり出かける時にはやっかいな習慣だ。だからこそ、他者に相手をさせる者も多いのも道理だとは思うが、なぜかアイルを他に任せる気はしなかった。

        　だから淫具を渡し自分でするように言っておいたが。

        　それにしても、本当に毎日性交しなければならないほどに激しい刺激が必要なのだろうか？

        　ふと、そんな疑問も湧いてくる。

        　その昔地熱を利用してた頃も、胸に抱いて温めていた頃も、一日に一度程度回転させていただけだと聞いたことがある。少なくとも振り回したり、突き上げたりなんてことはなかったはずだ。

        　強い子になるには必要とは言われているが、その根拠はいったいどこにあるのか。

        　そう思うようになったのは、１ヶ月程前に親友と会ったときの会話が発端だと判っている。

        『私は毎日していない。しないときは散歩をさせて、適度な運動をさせているが、それだけだ。だが腹の子は順調に大きくなっていると貞宝は言っていたぞ』

        　紫紺の精を受けて卵を産んだ親友の紺頼（こんらい）は、昨年手に入れた耳長族をなぜかひどく可愛がっていた。

        　強い子が欲しいから紫紺の精を受けたのだと思っていたけれど、そうではなくてただその子に卵を預けたかっただけだということを、この前始めて知ったのだ。

        　竜人族では、子は卵を産んだ側の家に所属する。片親が王族であってもだ。だから親友が産んだ卵は、紫紺の卵と兄弟であっても、彼の家のものでしかないのだけど。

        　それでも、血の繋がりは多少なりとも子どもにも影響する。

        　同じ才覚ある者が二人いたとき、出世するのはやはり血統が良いほうになるというふうに。

        　だが、彼はそんなことはどうでも良いらしい。しかもより強い子が生まれることにも興味がないと言い放つ。

        『おまえと私の子であれば、そこそこの力を持つ子が生まれるのは確実だ。それで十分だと思ったんだ』

        　そういえば、家柄も良く才覚もあるくせに出世欲の薄い妙な男だったなと思い起こす。もっとも薄くても要職に就いてしまうほどに、優れてはいるのだけど。

        　その妙なところが気に入って、いつの間にか親友になったのだ。

        　その紺頼が、任務の一環で覗いた昨年の競売所で、耳長族の子を一目惚れして買い付けたのだ。その子は特に目立ったところのない黒色種で、耳が常時垂れているところが変わっていると言えば変わっているだろうけれど。

        　競売の場で怯えて硬直しているのが多かった耳長族の中で、たまたま視線が合ったらしいけれど。

        　すでに運命を受け入れるぐらいに聡かった彼は、他の誰よりも静かな瞳をした紺頼に気が付いて、きょとんとした表情で心持ち首を傾げてしまったらしく、その様子が紺頼には存外にかわいいと思わせてしまったのだと。しかも、不意に穏やかな笑顔を見せられて。

        　紺頼は一目惚れだと言っていた。

        『なんかさ、この子が欲しいって思ったら止まらなくなった』

        　卵を産む予定などなかったから競売への参加資格など無かったけれど、地位とコネと大金を使って無理に手に入れたと、はにかむ笑顔で告白してきた紺頼は、あまりにも似合わなく、紫紺ですら言葉を飲んだ。

        　紫紺だからと連れて見せてくれた耳長族の彼を、愛おしそうに抱き寄せるのも、似合わない。

        　何しろ彼は仕事柄、強盗も避けて通るほどに眼光鋭い強面で、そんなでれたところなど目にする者などおらず。

        　けれど、そんな紺頼に対して、耳長族の彼が見せた微笑みは確かに穏やかで優しくて。

        　垂れた耳がふるふると動く様も合わせて、ひどく可愛らしく。しかも、どこかアイルがたまに見せる笑顔に似ていて、暖かな気分になってしまった。

        　色は黒だれど、その笑顔の暖かさが同一なのだ。

        『ただ、二人でまったりと過ごしていたら、次の競売の時期がきてな』

        　苦笑交じりで教えてくれたところによれば、いまだ卵が孕まされていないのは欠陥品だったのだろう、だから廃棄しろという話が親族から出て、慌てたあげくの受精要請だったらしいけれど。

        　そんな似合わぬ告白は、似合わないからこそ信じられた。

        『私がいる部署は殺伐としているだろう。せめて家の中くらいゆったりと過ごしたかったのさ』

        　犯罪者を取り締まる警邏隊の総司令である紺頼の言葉には実感がこもっていて、そんな考え方もあるのだなと意外に思ったのも事実だ。

        　それを聞いたとき、不意に、竜人族と耳長族の関係に疑問を思い始めたのだ。

        　あの兄王子に与えられた貴種のように、それこそ休む間もなく性交させられたとしても、実のところ今年６歳になる子の能力は、王族の中ではどちらかというと凡庸なのだ。一般貴族からすれば優れているとは言えるけれど、あれは紫紺の同時期から比べても、たいしたことがなさ過ぎる。

        　実のところ、兄王子より第二王子である紫紺のほうが優れているのは、皆公言しないだけで周知の事実だが、親である現国王は、紫紺の時には一人目ほど熱心に性交していなかったというのを、アイルの傍仕えにつけた敬真から聞いている。彼は若い頃、紫紺の托卵先である耳長族の世話係もしていたからだ。

        　兄王子が生まれた後、念のためにと産んだ卵のために用意された耳長族に対しては、国王はもう義務感しか無くて。かと言って、兄王子のように完全に他者に任せることなどもせずに、どちらかいうと性欲解消のための道具のような扱いだったらしい。それでも国王の卵を託されていたからか、きちんとした世話はされていたらしく、乱暴もされなかったのだと。

        　それに第一王子より優れた子は後々の災いになることも考えられて、だからこそ性交による刺激は必要で無いと思われていたらしい。

        　その耳長族は、紫紺を生み出した後も、ある意味放置状態だった第二王子の授乳係、世話係として過ごして。

        　記憶に無い頃のほとんどを、その耳長族とともに過ごしていたらしいのだ。けれど、記憶に残っている頃になると、もう敬真が世話をしてくれていて、今の紫紺の記憶には彼しかいない。

        　そのため、敬真は紫紺にとって、今も大切で煙たい爺やなのだけど。

        『彼は病にかかり、紫紺さまより離されました。すでに授乳期間も終わっており、役目は終わっておりました故に』

        　敬真に問えば、答えはそんなもので。

        　それはともかく、生まれた紫紺は毎日励んでいた兄王子より優れていたということになる。

        　そんな話を昔聞いたことがあって、今回敬真に再確認をしてみたのだが。

        　そうしたら、無言になってしまったのだ。そんな姿は珍しくて、ただ黙って彼が口を開くのを待っていたら。

        　ようやく教えてくれたのは。

        　紫紺を温めてて生み出した耳長族は、敬真の元に下賜されて、その後彼の卵を抱いた後、そのまま彼の元で暮らし数年後に死んだのだと。

        　ただ抱卵させたその頃、ちょうど敬真自身が侍従としての仕事が増えてろくに帰宅できない日々が多い時期と重なり、そんなに性交をする暇も無く、週に一度しかできなかった。だが、生まれた子は長じるにつれ親よりもできる子だったのだという。

        『彼は、不在がちの私に代わり、熱心にその子を育ててくれました。ええ、紫紺さまのときと同じように、慈しんでくれたのです。その様子に、私も紫紺さまの時と同様に授乳期間が過ぎてもそのままあの子を預けていました。もとより、彼の人柄は紫紺さまの時によく存じておりました故に。結果、三歳になって教育機関に預けることになるまで実の親の私よりも熱心に育ててもらえて。その関係か、彼の価値観は彼の教えそのものです』

        　それが原因かどうか判らぬけれどと前置きして。

        『長じた子は、穏やかなところはありますが、剣技、戦術に特に秀でており、今は第六騎士団で副団長をしております』

        　その言葉に目を剥いたのは、我が国の軍事の要である１０の騎士団の２０人の副団長のうちの一人と言えば、相当に優れている部類に入るからだ。剣技、体術、戦術、戦略、人格、ついでに事務処理能力にその他もろもろ、どれが欠いても務まらない仕事だ。

        『精を提供した者もそれほど優れているわけではありませんでしたから……。実のところ他にもそういうものを数人知っております。最近頭角を現している竜人たちは、ほとんどが耳長族に長く世話をされていたという庶民の者たちです』

        　言われて、この館にいる者達も、幾人かは一般庶民の出から採用された者達だと気が付いた。

        　確か、腕の立つと評判の警備官の一人もそうだし、執事見習いの若者もそうだった。

        『それに、そのように育てられてた記憶が息子には残っておりますので、彼ら自身も托卵した相手を大事にし、授乳期を過ぎても任していました。そんな孫は気配りが利いて、そこそこの才覚はあるようです。まあ性格的に少し癖があって……ちょっと困るところはあるのですが』

        　珍しく言いよどむ様子が不思議に思ったが、ごまかすように敬真は首を振って言葉を続けた。

        『もっとも、中には劣ってしまったと言えるような事例もございますので、絶対とは言えませぬ』

        　その言葉に、確かにこれだけの例であれば、明言できないのも当然だけれども。

        　

        　

        　そんなことをつらつら考えているうちに、アイルがいる抱卵部屋に辿り着く。

        　けれど、扉を開けて、すぐに異変に気が付いた。

        　いるはずのアイルがいない。

        　浴室にもいない。隣室に傍仕えとして離れることのないはずの敬真もいない。

        「アイルっ」

        　堪らず声を上げて呼んだが、応えなどあるはずもなく、同時に館の様子が変なことにも気が付いた。

        　紫紺の鋭敏な気が、館の人の気配が少ないことを察したのだ。

        　さっきまで深く考え事をしながらここまで来たから気が付かなかったが、そういえばと思い出せば、出迎えも少なく、見知った者達が足りなかったような気がする。

        　足早に部屋を出て、階下のホールへと向かう。

        　うろうろと所在なげにしていた館の召使いに執事を呼べと伝えれば、なぜか彼はしどろもどろに言葉を紡ぎ、ひどく怯えていたのだ。

        「あ、そ、の……ああ、い、いないのです、執事も……みんな……」

        　そのままガクガクと震えて、床へとへたり込んでしまった。

        　その酷い怯えようにも驚いたが、何より執事がいないとはどういうことなのか。主人不在の今、彼こそがこの屋敷の要だというのに。

        「い、ない……？　ならば警備長はっ」

        「け、警備長、さまも……いないんですぅぅっ」

        　ほとんど泣き叫ぶように、彼が言い放つ。

        「みんな、いないんですっ」

        　いるはずの者がいない。

        　それに、この彼も、こんなふうに意味も無く怯えるほどに弱い輩では無かったはずだ。

        　あり得ない状況が起こっていることは確かで、何よりアイルの姿が見えないことにひどく苛立った。

        「ここへ皆を集めろっ、今すぐにだっ！」

        「は、はいぃぃっ」

        　館中に響きたるほどに声に、召使いが走り、去った方向から蒼白な面持ちの者達が集まってくる。

        　一人二人、集まるのにたいそう時間がかかったのは、彼らがのろのろと歩いてくるからだ。

        　急げと言ったのに従わぬ彼らを叱咤する前に、皆が一様に怯えて、背後を窺っているのにも気が付いた。

        　それに、いずれも知っている者ばかりだが、特に主要な者達が見当たらない。

        　執事長と執事たち、秘書官たち、警備長に警備兵。何より、爺やがいない。執事長とともに、この館を取り仕切っている彼すらもだ。

        　いつもなら率先して集まり、紫紺に代わり彼らを束ねるべき者たちがいない。

        「いったい何が起こった？」

        　問うても、皆顔をつきあわせ黙りこくったままだ。しかも何かにたいそう怯えている。

        　どうやら相当な脅しをかけられていると、どうしたものかと苛ついたけれど、ふと最後尾にいた一人が、やたらに視線を一カ所に向けていることに気が付いた。

        　それが他の者であったならば気にもしなかったろうけれど、最近その才覚を気に入り始めた者だったのだ。

        　２ヶ月程前、自ら使って欲しいと商売で街に出てきたときに声をかけられて、その物言いといい、弁舌といい

        態度といい。どこか心惹かれて、他の者と相談すること無く連れてきた男だった。

        　執事長の判断でまだ召使いの一人でしかないが、使ってみれば頭が良く、機転も利く。腕っ節も案外強そうだと思うのは、その皮膚の下に感じる筋肉の力強さだ。しかもその鋭い洞察力は紛れもなく、鍛えれば、いや今でも十二分にも使えそうだと思っていたのだ。

        　どうやら親族に騎士団の者がいるらしい話しぶりに、それが真であれば氏素性も問題ないのだろう。騎士団に入る者はその素性を徹底的に調べられて、許可された者しか入れないからだ。

        　その話が真かどうか、そのうちに調べようとは思っていたのだが。

        　そんな彼の視線が向かっているのは、集まった十人の中でただ一人、帯剣している警備の者であることが判った。と同時に、その意味を理解する。

        　何しろその顔を、紫紺は未だかつてこの館で今まで見たことが無かったのだ。

        「おい、おまえ」

        　その男を指差し、皆の行方を言うように促せば。

        「皆、休みを取るとか言って、一気にいなくなりましたんで。そんでその間だけでもってことで、俺が警備の代わりに雇われたってことでして。ええ、あの執事のじいさまも、さすが紫紺さまにお仕えされてる身で、お目が高いですねえ」

        　そのぞんざいな物言いに、眉間のしわが深くなる。

        　少なくとも、こんな輩を採用するなど、あの執事長や警備長からすると考えれない。

        　まるで人を小馬鹿にしているような……。

        　これを知らせた男も、同じように小馬鹿にするにことはあったけれど、それとこれとはその示す意味も底も違う。

        　この男からするのは、下手な丁寧語がよけいに不遜を露わにする愚かな犯罪者の臭いだけだ。

        「ただねえ、一人では大変だって思ってたら、紫紺さまが早々にお戻りになられて、本当に良かったって思ってたところなんすよ」

        　ニコニコと、この非常時に零すなど信じられない笑みに、じわりと怒りが込み上げる、それでも。

        「ほお、おまえは、私が認めた執事や警備長、それに私を子どもの頃から世話してきた爺やまでもが、不在中に勝手に出歩いてると言いたい訳か」

        「え、あ、いや、でも、それがほんとのことなんで……」

        　それだけ言えば良いとでも言われていたのか、反論の仕方までも教えてもらっていなかったのか。

        　しょせん使い捨て程度の愚かな大根役者は、黒幕がそれだけ紫紺を愚弄しているのだと教えてくれる。

        　自分の絶対的地位に慢心して、笑いものにしている相手が何をしようとも無駄だと思っているだけなのだ。

        　それもこれも、面倒だから放っておいたからこその、相手の慢心なのだろうけれど。

        　その面倒さも、今この時点では立ち消えている。

        　鋭く男を見据えれば、あたふたと戸惑う輩に、苛つきは増し、すでに言葉を取り繕う気もなくて。

        「言えっ、皆はどこだっ！　言わぬとここで断ち切ってやろうかっ」

        「ひっ、そ、そんなん、言われてもっ！　ああ、あぁ、俺は知りませんって、あっ、あの耳長族がみなをたぶらかして、外に連れ出してもらって。ああ、そう言ってたっ、って……ひぃ！！」

        　その言葉を聞いたとたん、ぞわりと全身の鱗が逆立った気がした。

        　まさしく逆鱗に触れた、と、紫紺を知るその場の誰もが感じたのだろう。

        　この館の誰もが、アイルが他人をたぶらかすような者ではないと知っているからだ。

        　あれは、紫紺の卵を育てている、大事な存在。

        　耳長族であろうと、そのことがアイルの立場を位置づけていて、たとえ耳長族といえど、だれもが「さま」付けで呼んでいるのだから。

        　しかも、彼がそんなことで驕り高ぶっていないことは、皆よく知っている。

        　紫紺が絶対的信頼を寄せる爺やである敬真が、あれは、控えめだが、自分の役目に忠実で、立場をよくわきまえた聡い子だと言っているのを、皆は知っている。

        　それを知らぬということは、これは敵だ。

        　紫紺の怒気をまともに浴びた男が後ずさる様に、背後の彼に目配せして。

        「ひっ」

        　いきなりの体当たりに体勢を崩した男に一足飛びに近づいて、一気に男の剣を引き抜いた。

        　そのまま、剣の腹で膝辺りを力任せに叩いてやれば、ボキッと小気味良い音と無様な悲鳴を上げて男が崩れ落ちる。

        「こいつだけか」

        　崩れた男を組み伏せるのは任せて、短く問えば、平坦な声が返してきた。

        「それが監視役でございます。我々はその男含めて数名に監視されていたのですが、外からお戻りになられるという連絡があって、他の監視役は館より出て行きました。ただ……」

        　一気に緩み、泣き出す者までいる中で、江連（こうれん）という名の彼が凜とした様子で報告する。

        「秘書官さまがっ、俺庇って切られてっ！！」

        　その言葉に被されるように、興奮しきった泣き声がホール内に響き渡った。

        「みんなっ、どっかに連れてかれたっ。あんなにケガしてんのにっ。お、おれたちだけっ、いつものようにしろって、いつものように館を動かせって。でないと、みんなを殺すってっ！！」

        　もっとも年下の下働きが紡いだ舌っ足らずの言葉からは、必要な情報が欠けている。

        　けれど、何者かが明かな悪意をこの館に寄せたことを理解するには十分だった。

        「そうか」

        　彼らは竜人族の中では弱い。弱い故に、強い者の庇護下で働くしかない者達だ。

        　だからこんなことで震えて怯える彼らを蔑む思いがあるのは、嘘では無い。だが、彼らが無事で喜ぶ心もあることは事実だ。

        　弱くても彼らにもできることはある。それは紫紺がする必要が無い事ともいえるが、だからこそ彼らがいないと生活が成り立たないものでもある。それこそ料理であり、洗濯であり、庭の手入れであり。

        　耳長族も弱い。だが、彼らがいないと竜人族の人口は救いようが無いほどに減じていたのは確実だ。

        　ならば耳長族だからというだけで、あんな目に遭わせるのは間違っているのではないか。

        　最近、考え始めた思いが、またぞろ頭の中を締めていくけれど。

        　胸につかえていたものを吐き出したかのように、泣き出した下働きを、庭師である男があやすように抱きしめる。

        「昨日昼過ぎ頃、10人ぐらいのものが押し寄せてきて、逆らう者に切りつけ、アイルさまを人質に取り、主立った者をどこか別の所に監禁しました。ケガした者の傷は浅いようには見えましたが、今は判りません。その後すぐにアイルさまは館から一番に連れ出されました……」

        「アイルが……」

        　これ以上に無い驚きが、けれど一瞬で冷めたのは、激しい怒りで支配されたからだ。

        　紫紺の卵を孕んだアイルに危害を加えると言うことは、卵とは言え王族に連なる子に害を与えるのと同様で、反乱にも等しい。そんな大罪を犯す輩などそういるものでは無く、まして城とは別とは言えここは王城の敷地内だ。こんなところに賊が入る事など普通ならば考えられない。

        「紫紺さま、推測ですが……」

        　鋭い眼差しを隠した江連の、そこで途切れた言葉が、ひどく悪い予感を引き起こす。

        「襲撃の目的は、卵以上に、紫紺さまが気に入っておられるアイルさま。もっとも相手にしてみれば、単なる嫌がらせなのでしょうが、あの方の嫌がらせが度を過ぎているのは言うまでもないこと故に……」

        「そうだな」

        　わざわざこんなところに忍び込んで、一部を監禁し、一部を脅して普段通りに動かせる。

        　江連がその名を口にせず指摘したことは、きっと事実だろう。

        　事件が発覚が数日遅れれば良いだけの、それだけのからくり。さすがに館の者を殺せば、後々面倒になるけれど、耳長族一人いなくなったくらいでは、誰も相手にしない。

        　紫紺が騒がない限りは、誰も。

        　その紫紺がこんなに早く帰るとは思ってもみなかったからこその雑なからくりの向こうで、すでに一日経っているだけでも、あれは高笑いをしているだろう。

        「まずは残りの者を助け出す必要がある。皆で心当たりを探せ」

        「承知いたしました」

        　深々とした礼も一瞬で、すぐに彼の口から指示が飛ぶ。

        「それとおまえは……」

        「ひぎぃぃっ！！」

        　縄で拘束され、転がされている男の折れた足に、体重をかけて、怒りを堪えて静かに話しかける。

        「誰に頼まれた？」

        　恐怖に彩られてはいても、その口は固く閉ざされた。言うつもりは無いのだろう。もっとも聞くまでもなく想像はついていたが、少しはその名を口に出させたかった。

        　さすがに卵に手を出すなどと愚かでもないとは思っていたのだが。

        　だが、今は。

        　噛みしめた奥歯が嫌な音を立てる。

        　口角から覗いた犬歯が、唇を深く抉る痛みすら、内心で暴れまくる怒りを鎮めてはくれない。

        　もしかしなくても、油断をしたかもしれない。ここまで実力行使をするとは思っていなかったのは、今から考えれば明らかな油断だ。

        「ぎあっ、あっ、あっ」

        　ぎりぎりと怒りにまかせて踏みつけた太股が、ぐしゃりと嫌な感触でつぶれていく。

        　散らばる血液に、肉食の血が騒ぐ。

        　緑水晶の瞳が赤く濁り、込み上げる衝動にこのまま八つ裂きにしてやりたくなったけれど。

        　まだアイルの確認ができてない。その思いが紫紺の凶行を引き留めていた。

        　それでも嫌な予感はふつふつと湧き続けている。

        　さきほどの彼の言葉は的を射ているはずだ。

        　あれの目的は、紫紺を嘲笑うこと、紫紺が気に入ったものを奪い、壊すこと。そして……。

        「紫紺さまっ、数名を見つけましたが、その者達によると、やはりアイルさまは別に連れ出されたとことです」

        「……そうか」

        　卵を孕んだアイルを奪い、その胎内の卵ごと壊すこと。

        　この前、あの貴種が死んだという情報を得ていることが、内心の不安を駆り立てる。

        「城に行く」

        「はい、ではお着替えを。また秘書官どのは医者に診せる必要があります故に、私がお供いたします」

        　その言葉に、進めようとした足が止まった。

        　理由も何も聞かぬのは、彼もまた今回の犯人の目星がついているからだろうけれど。

        「不要だ」

        「王位継承の王子として登城されますのに、供の一人もお付けにならないのは足下を見られてしまいますので」

        　くすりと笑って言ってのけた江連に視線を向けて、もしかするとこれは拾いものだったかと、その均整の取れた体つきを見やって。

        「……確かに、こんな下郎の血にまみれた服で一人で登城するなど、論外だな」

        　面倒でも、格式というものがある。

        　下手をすれば王族が住まう場所まで入る必要があるかも知れず、その場合では少なくとも略装は必要なのだ。そんなことに拘るつもりはいつもならないが、揚げ足を取られるほうが時間の無駄だ。

        　それを正確に理解していると思える男を振り返り、紫紺は手短に命令した。

        「今この場を持って、おまえを私の秘書官に任命する。筆頭だ。」

        　その言葉に、さすがに面食らったようにその鋭い目が見開かれる。けれどすぐにいたずらっぽく、崩れた。

        「謹んでお受けいたします……。もしかして、最速出世かな？」

        「本気を出さねば、最速降格かもしれぬな。元筆頭も決しておまえには劣らぬ故に」

        「それはがんばらなければなりませんね」

        　気負いなく、衣装の指示を出す彼の姿は、昔からやってきたように慣れていて。少なくともそういう教育を受けていたか、それとも見ていたかのように思える。しかも、その横顔に古い過去の記憶が重なって。

        「おまえ、まさか……爺やの孫か？」

        　騎士団副団長の息子で、敬真の困った癖があるが才覚のある孫の話と、親族が騎士団にいるという頭が良くて機転は利くが、どこか得体の知れない男の話が合致する。

        　何より。

        「あれ、何でばれちゃいましたか？」

        　あっけらかんという男の横顔は、確かに敬真の若い頃にそっくりだったのだ。

        　

    

    
        ８

        　

        　城の中は広いが、知られてはならぬ者を監禁する場所は限られている。

        　何しろいたるところに警備兵や召使い達がいて、王族の居住区に近いほどに親衛隊や騎士団の護衛までもが控えている。執務室付近も貴族達の護衛がいるし、下男がいるような城の裏側の部分ならばなおさら昼夜を問わず人の出入りがある。

        　となれば、滅多に人が通らず、あるいは仲間内だけがいる場所を通る先にある場所。

        　紫紺にとって明確でしかない犯人像からして、選民思想の強いあれが、賎民と蔑む地下牢や監禁所、汚らしい物置や倉庫のようなところに入る訳も無く。

        　少なくとも、あの貴種が飼われてた下人達の倉庫など、様子見がしたいはずの今はないはずだ。

        　そうなれば。

        「まあ、もっとも安心安全な場所は己の手の届く範囲っていうのは道理です」

        　正体がばれて役職をもらったとたんに、却って不遜な態度を取る江連（こうれん）は、けれどその判断も行動もいつも正しい。

        　一分の隙も無い格好はひどく好青年に見えるらしく、城の者達も一様に彼の礼儀正しい態度に好感を抱いているようだ。上位の執務間から下層の召使いまで、彼の嫌みと紙一重のおだてに気をよくして、難なくいろいろな情報を手に入れてくる。

        　その見事さに胡乱な視線を向けていれば、それに気が付いた江連はニヤリと口角だけを上げて返してきた。

        「私の育ての親仕込みですよ」

        　自慢げに言いながら、さらに通りすがりの一人を笑顔でたらして。

        　ほんとうに楽に、最近兄王子が『後宮近くの物置小屋で何かを飼っていて、下男たちが世話をしているようだ』という噂を引き出した。

        「ああいうのは、痛めつけるときには近くに見に行くってのが多いですよ。ああいう有名人はお忍びなんて無理だって言うのにねえ」

        　温い笑みを見せて、肩をすくめた江連は、けれどすぐに真剣な面持ちで言葉を継いだ。

        「遠くまで自分が行くのは面倒だから、適当に近場を選ぶ。そういうところは居場所を突き止めるには楽なんですが、問題はね、命令すれば後はどうでもっていう……。あの捨て駒の存在と一緒で、ばれようが後はどうでもいいって臭いがぷんぷんします。拉致されたのがばれても、自分に何も害が無いって、あるはずも無いって思い込んでる輩は、どんな悪事も罪悪感無しにやりますからね、下手な犯罪者よりもやっかいですよ」

        　ぼそぼそと小さな声でぼやくように言う江連の言葉に、紫紺の眉間のしわは深くなる。

        　もしアイルを壊せと兄王子が命令していたとしたら。

        　あれの性格と単純な思考回路からして、たぶん、あの貴種の耳長族と同様な目に遭わされているだろうことが容易に想像できて。

        　進める足が速くなる。

        「確か、後宮の第一王子が遊ぶ部屋の近くに、外部との連絡門があります。その近くに客を待たせる部屋があるはずです。場所が場所なので、最近はあまり使われていない、ね」

        　さらりと超重要機密事項である城内の配置を諳んじてみせる彼を一睨みし。

        「邪魔が入ると思うか？」

        　問いかけに、返された答えは簡潔だった。

        「そんな無駄なことはしないでしょうね。それに紫紺さまなら、いても邪魔にもなりませんよ」

        「だろうな」

        「ついでに申しますと、残念ながら、第一王子はこの時間、後宮ですよ。先日北部山岳地の農村から拉致したばっかりの領主の末っ子を閉じ込めて、懇ろにお楽しみの最中ですので。残念です」

        　どうせなら、不慮の事故扱いでまとめて始末したかったところですよね、と、気軽に言い放つ男の、そのやけに詳しい情報の、出所も子細も気になったけれど。

        　目的地さえ判れば、問い正すより早く、辿り着いてしまった。

        　

        　

        　江連の言葉通り、問題の部屋には兄王子はいなかったけれど。

        　未だお楽しみにの真っ最中だった三人の竜人など、確かに紫紺の敵ではなかった。忍ばせておいた短剣一降りで、あっけなく物言わぬ骸と化している。

        　何より、状況を理解したとたんに、全ての言葉は消え失せて、明確な殺意しか湧いていなかった。

        　そのゴミでしかない竜人達の身体を蹴り飛ばせば、その影に探し求めていた存在が横たわっていて。

        　けれど、紫紺が傍らに跪いているというのに、ぴくりともしなかった。

        　あの感情をよく表す長い薄桃色の耳もだらんと垂れ下がったままで、うち捨てられた屍のごとく生気が感じられない。

        「アイル？」

        　紫紺お気に入りの薄桃色の髪が血にまみれて、茶褐色になっていた。それが切り捨てた輩の血では無いことは確かで、その血の色にも目の前が眩む。

        　深い傷が幾重にも入った背は動かず、投げ出された四肢はぴくりともしない。腕には深い縄目のアザができていて、そこから先は身体よりも白いほどだ。

        「アイルっ」

        　傷に障らぬようにそっと抱え上げて、耳元で強く呼びかけても、意識は戻ってこない。

        　尻の狭間から溢れるように汚らしい白濁が溢れている。けれど、そんなことよりその身体が、紫紺よりも冷たいことが気になった。

        　色を喪失し、乾いてしわが深くなった唇から、かろうじて微かな吐息の音色が聞こえるけれど、それだけだ。

        「こりゃ、まずい」

        　ここまで飄々とやってきて、ためらいも無く一人を斬り殺した江連が、始めてその顔色を変えた。

        「すぐに医者へ」

        　上着を脱いでアイルの身体にかけてすぐに、その力強い腕がアイルを抱え上げる。それを衝動的に奪い取ろうとした時。

        「紫紺さまは侍従医までの道を。紫紺さまが先導し命令されましたら、だれも邪魔はできません」

        　宥めるようなその声音よりも、その言葉に我に返る。

        　このときばかりは己が第二王子であることがひどく僥倖に思えた。確かに、紫紺が求めるものを、この城の誰が止められるだろうか。

        　アイルを抱き上げた彼を先導するように扉を開き、すぐに走り出す。背後に聞こえる足音を確認しながら、たまらない焦燥感に追い立てるように、城の中を疾走していった。

        　　

        　

        　頭部裂傷、右大腿部骨折、右肩関節脱臼、股関節脱臼。数多の裂傷に打撲痕と脱水症状。鼓膜は両耳とも破れていて、聴力も今は落ちているだろうとのこと。

        　背の鞭の打痕は深く、回復には時間がかかる。さらに傷跡にはもうキレイには毛は生えないから、治ったとしてもも裸になればひどく目立つことになる。

        　膣口も肛門も、無理な挿入で傷だらけで、裂けた部分もあった。

        　何より、未だ意識不明なアイルの身体は回復に使う体力すら無くて、特別に調合された薬液で、なんとか生きながらえている状態なのだ。

        「卵は無事でございます」

        　貞宝が診察したところによれば、子宮も卵殻も無事で、中の子どもの心音も確認できるのだという。

        　その心音は力強く、胎児の成長に問題は無いらしい、けれど。

        「けれど、意識がこのまま回復しないとなると……」

        　濁した言葉の先は容易に想像できた。

        　一度子宮に馴染んだ卵は、子が生まれるまで取り出せない。借り腹が死ねば、子も死ぬのだ。

        　けれど、紫紺の頭の中にすでに卵のことはなかった。

        「アイルの回復を優先しろ。必要ならば卵は除け」

        　その言葉に貞宝がひどく驚いたのが判った。けれど、紫紺にとって必要なのは、卵では無くアイルなのだ。

        　卵はまた産めば良い、けれどアイルは、失えばもう二度と戻ってこない。

        　返事の無い医師にじろりと冷たい視線を送れば、貞宝が深々と諾を返した。

        　ここでは王族である紫紺の命令は絶対だ。だが、頭を上げた貞宝の顔色はまだ冴えない。

        「紫紺さま、問題が一つございます」

        「何だ？」

        「実は……」

        　紫紺の許可を受けて、貞宝が躊躇いがちに口にした言葉に、さすがに紫紺も、そして隣で控えていた江連も、唖然と口を開いたまま、二の句が継げなくなる。

        「彼の肘から先は、壊死しかけております。どうやら緊縛された後に長時間吊られていたためか、血流が滞っていたようなのでございます」

        　その言葉があまりにも信じられなくて。

        「今のところ回復は五分五分。生命を優先するならば、最悪の場合切断することになるかと」

        　視線が、今は上掛けの下にあるはずの手に引き寄せられる。

        　確かに助けた直後、色が濁っていた腕はひどく冷たかったことを思い出す。

        　その腕が、抱いている最中は縋るように背中に回されていたことも、同様に思い出して。

        　くっと喉が嫌な音を立てた。

        　飲み込むのは、後悔にも似た感情だ。けれど、一度きつく目を瞑った紫紺の緑水晶の瞳が開いたとき、その口は平坦に言葉を紡いだ。

        「それならば仕方が無い。必要があるときは……貞宝の判断に任せる」

        　背後の貞宝にそう答えながらも、紫紺はゆっくりとその手を伸ばして、今は見えない身体の線を辿る。身体の横にあるはずの腕には、なぜか触るのが躊躇われて、少し離れたところを辿っていく。

        　紫紺よりも小さな身体は細くて華奢だ。竜人に合わせた寝具の大きさも相まって、ひどく小さく感じられる。

        　その手が上へ、触ると心地よかった髪は今は包帯から少し覗くだけ。その合間にあるうなだれた左の耳を手に掬い上げて、指先でそっと撫でた。

        　いつもはピンと立っていて、紫紺が近づくと最初に反応していた耳。

        　きれいな形だったそれは、今や何カ所かに切りかけができていて、縫い合わせた後が痛々しい。

        　貞宝が一通り上げた大きな傷よりも、こういう小さな傷のほうが、なぜだかひどく気になった。

        　治療のために短く刈られて、一部は剃られてしまった髪。腫れた頬に、傷の入った唇。腫れたまぶたの下の薄桃色の瞳はまだ見えない。

        　直接手を下した男達は問答無用で斬り殺したから、あの部屋でどんな目にあったのか子細を語る者は今はいない。けれど、それらの傷の一つ一つが、アイルが受けた暴行の内容を紫紺に知らせてきて、込み上げる怒りとも後悔ともつかぬ衝動に、今この場で抜刀し、手の届く範囲以上のすべてを切り捨てたかった。

        　それは目覚めぬアイルに手をこまねくしかない貞宝も、何より自分自身すら入っている。

        　そのせいで目の前が真っ赤に染まり、今にも弾けんとしたその瞬間。

        「紫紺さま、このたびの城内での刃傷沙汰の件、私の独断で処理したいと思いますが、よろしいでしょうか？」

        　むやみにかしこまった江連の低い問いかけに、我に返った。

        「紫紺さまにはお疲れのご様子でございますが、ここでアイルさまに付いていてくださいませ。後のことは私と館の者で処理いたします。あちらも治療は全員終わっておるようで、幸いに命を落とした者はいないとのこと。すでに動き始めておるとの連絡が祖父から入っております。また今回館に侵入者があった点は、城内警備の問題点として上げられ、第六騎士団が紫紺さまの警備に入るとのことでございます」

        　一拍遅れて、その騎士団の副団長のことを思い出した。

        「騎士団が警備とは、大事だな」

        　城内の専属警備員ではなくて、騎士団員を別途手配した理由は明白だ。

        　大事な話が続きそうで、貞宝に手を振って下がらせて、紫紺は江連へと振り返った。

        　と、その彼の表情は獲物を捕らえた蛇のごとく鋭く、けれど愉悦に満ちている。

        「私は……紫紺さまに期待しているのです。あなたさまが、アイルさまを大切にされていると知ったその時から」

        「アイルを大切に？」

        「少なくとも、精神を壊すような暴行を与えていないこと、人らしく生活させていること、それだけでもこの国の、貴族に飼われている耳長族にしてみれば、大切にされていると思っています」

        「それがどうかしたのか？」

        　その言葉の裏を謀りかねて、戸惑いのままに言葉を口にすれば、彼は頷いて。

        「私は……私たちは……耳長族を使い捨てする風潮を憎んでいます。何せ、俺も父も、育ての親は、耳長族ですし」

        　重々しく続いた言葉が、不意に後半になって軽さを取り戻した。

        「紫紺さまの借り腹もされた父の育ての親は、勉強と努力、優しさと強さとは、そしていろんな大切で必要なことを全部教えてくれたとのことです。だから父は借り腹だった俺の育ての親を亡くすまで大切にしました。そして俺も、たくさんのことを俺を産んでくれた耳長族のテイラから教えてもらいました。もっとも、あのテイラは、けっこういたずら好きで頭が良くて、狡猾で、けっこうな策略家だったんですよね。……祖父も父も騙されてましたが。いや父は気付いていたかな、時々一緒になって地図を広げて戦術練ってたりしてたし。俺にもいろいろ教えてくれました、生きる術っていうか、人の裏をかく方法とかも含めて」

        　どこか誇らしげに、育ての親のことを語る彼に、なぜか湧いてきたのは信頼感だ。

        　そして、弱いと蔑んでいた耳長族を見直そうとする己の心境の変化も感じていた。いや、それはもうずいぶん前に芽生えてきていたのだと思う。それはたぶん、アイルをこの手にしたときから。

        「そんな私の力の全てをもってして、私は次期王位継承者たる紫紺さまにお仕えしたい」

        　未だ決まらぬ王位継承の生き餌を口にした江連の覚悟が嘘で無いことは、その瞳を見れば判る。

        　力ある者が上位に立つ竜人族の掟の中で、いつかは労せずして手中に収められるだろうと思っていたけれど。

        　けれど、あの愚かな力無き者がこんな嫌がらせを続けてくるというなら、紫紺として手をこまねいているつもりはなかった。

        　苛烈にして、その報復は凄惨。愚か者に情けなど必要ない。

        　そんな紫紺の性質を見抜けぬ輩など、国を治める資格など無い。

        「だったら、その育ての親の教育のたまものを見せてみろ」

        「御意」

        　嗤い返すこの男の、底力はまだまだありそうで。

        「手紙を書くから、紺頼に渡してくれ。あいつならおまえ達に協力するだろう」

        「紺頼さまですね、もちろんあの方もご協力していただく予定です」

        　すでに算段していたのか、抜け目の無い男のやることはそつなど無く、怒りに満ちた江連に、紫紺もまた凄惨な笑みを返したのだった。

        　

        　

        　最初に知覚したのは、痛みだった。

        　鋭い痛み、重苦しい痛み、鈍い痛み。それらがありとあらゆるところにあって、いてもたってもいられなくて。

        　動こうとしたのだと思う。

        　けれど、まるでひどく重い重りが乗っているかのごとく、身体を動かすことは叶わない。それでも訳がわからぬままに動こうとして。

        『アイル動かないでいいんだ、もう大丈夫だ』

        　宥めるように、うまく動かない二の腕を撫でられたような気がしたけど、そのどこか遠い感覚は、自分の物で無いよう気がする。何より、それだけで消えた感覚がもどかしくて、自分の手を動かそうとしたのに。

        『動くな』

        　怒られたと思い震えた身体を、今度は抱きしめられた。

        　ああ、これは紫紺さまだ。

        　気が付けば視界は暗く、何も見えないのに、鼻孔をくすぐる匂いは、確かに紫紺のものだった。

        「し、こ……ま……」

        　喉も痛い。声が出ない。自分がしゃべっているのかどうか、うまく聞こえなくてよく判らない。

        　それに少し冷たくて、寒い。

        『アイル、まだお休み』

        　優しい声が遠く聞こえる。

        　どうして何も見えなくて、こんなにも聞きづらくて、そしてあちらこちらが痛いのか？

        　それに。

        『た、ま……、たま、ご……』

        　お腹の中、どうなったのだろう？

        　こんなに冷たかったら、お腹の中で温められない。

        　なぜか大切な卵の存在をいますぐに確かめたい衝動に囚われて、込み上げる激しい不安にいてもたってもいられない。

        　いますぐに確認したくてお腹を確認しようとした手は動かず、鈍い全身の痛みがさらなる不安を呼び起こす。

        『しこ……さまっ、卵……卵が……』

        　守らなければ。

        　絶対に守らなければ。

        　ああ、どうしてこんなことを思うのだろう、どうしてこんなに不安なのだろう。

        　怖くて、不安で、助けて欲しくて。

        　動かない手を動かそうとして、痛み呻く。そんな身体を、また紫紺の匂いが包んでくれて。

        『大丈夫だ、卵は生きている』

        『卵……たまご……』

        　何度も何度も、訳もわからず呟く声に、何度も何度も同じ言葉が返ってくる。

        『大丈夫だ、大丈夫、卵は生きている』

        　それを何回繰り返されたのか。

        　しばらくして、不意に言葉の意味が理解できた。

        『卵、生きてる？』

        　理解できた言葉を返したら、『そうだ』と答えが返ってきた。

        『良かった……』

        　ほおっと身体から力が抜けた。

        　ああ、ほんとうに良かった。守った甲斐があったんだって。

        『ちゃんと……お腹の中……いる？』

        『ああ、大丈夫だ。ほら、もう少し寝ていなさい、寝ていれば回復も早く、元気になれる』

        『うん……元気にならないと……。卵が、強い子になる、ように……守らないと……』

        『……そうだな、だったら早く元気にならないと駄目だな」

        　何を言われたのか判らぬままにこくりと頷き、不安から解放された意識がまた沈んでいく。

        　ちゃんと休んで、早く元気にならないと。

        　また卵を温めてあげらないと。

        　ほんわりと暖かくなった精神のとともに、あれだけ冷たかった身体も暖かくなっていって。

        　心地よい温もりに、一気に意識が深いところに引きずりこまれていった。

        　

        　

        　腕が痛かった。足も、背中も……いろいろなところが疼き、痛んで、もっと深く眠りたいのに邪魔されて。

        　心地よい眠りを邪魔するそれに、小さく、長く呻く。時折あやされるように撫でられていた手の感覚に、少しは痛みが和らぐけれど、また痛みに引きずり起こされる。

        　そんなことを繰り返しているうちに、ぼんやりとした意識のままに、まぶたが薄く開いた。

        　そのとたんに感じた明るい色に、数度瞬きをして、ああ、眠っていたのか、と意識が浮上する。

        　白い部屋に白い灯り。

        　質素な色合いながら清潔感が溢れる部屋で、アイルは自分が寝ていたことに気が付いた。けれど、ここは少なくとも見慣れた自分の部屋では無くて。

        「どこ……？」

        　ぼんやりと呟いて、きょろきょろと辺りを見渡すけれど、視界の半分ぐらいが何かで覆われているようで良く見えない。無意識のうちにそれを取り去ろうとして、右腕が動かないことに気が付いた。

        　何で、と疑問に思いながら視線を向けるけれど、上掛けに隠れてよく見えない。けれど左手は動くようなので、持ち上げてみて。

        　はらりと上掛けが肩から落ちて。

        「！！」

        　思わず視線を動かして、確かに自分の左肩から上がったはずの二の腕の肘から先が。

        「あっ、あ──っ！！」

        　叫んでいた。

        　動かしたせいか、鋭い痛みが襲う。けれど、それ以上に、アイル自身の身に起こったことが奔流のごとく襲いかかってきたのだ。

        　縛られた痛み、二ヶ所同時に犯されて、引きずり回され、むち打たれ。

        　痛みが、苦しみが、恐怖と悪寒が一気に襲ってくる。

        「いやあぁぁっ！！！」

        　喉が裂けそうなほどの悲鳴を発し、アイルは過去から逃れようと抗った。

        「アイルっ！」

        「アイル様っ！」

        　誰かが身体の上に覆い被さってきて、それがたまらない恐怖を呼び起こす。

        　押さえつけられ、足掻く腕を取られて、縛られる。

        「いやあぁぁっ、やああっ！！」

        　また襲われる。また犯られる。

        　お腹の中に卵があるのに、大切な卵があるのに。

        「アイルっ、アイルっ」

        　呼ぶ声も耳に入らず、襲う者から逃れるように身体を曲げて。

        　その硬直した身体を、逞しい身体が覆い被さり、全身で押さえつけてきて。

        「アイルっ、私だっ、紫紺だっ、紫紺だっ！」

        「アイルさまっ、助かったんですよ、紫紺さまが助けられたんですっ」

        　繰り返し、繰り返し、大声で耳元で叫ぶ言葉が、最初は判らなかった。

        　くぐもっていて、誰か判別できなくて、それが陵辱者たちの声にしか聞こえなくて。

        　けれど。

        「アイルさま、ああ、アイルさまっ。……紫紺さまですよ、こちらは紫紺さまなのですっ」

        　優しい手のひらが、肘から先を失った腕を抱え込みながら撫でさすってきて。

        「お労しい……なんで、こんなことに……、申し訳ありません」

        　その頬が肌に触れて、濡れているのに気が付いたとたん、脳が声音を理解した。

        「あ……れ……」

        　はっきりと見えない視界とくぐもった音の世界の中で、それでもその声音を識別することができたのだ。

        　それは、いつも物静かにアイルにいろいろなことを教えてくれた傍仕えの。

        「敬真、さま……？」

        　そうだ、いつもアイルの傍にいて、世話をしてくれていたあの竜人の声だ。

        「おお、アイルさまっ」

        　聞き慣れた呼びかけに、強張った身体から力が抜けた。

        　敬真がここにいるということ、そして敬真は大切な卵を抱いたアイルには決して危害は加えぬ事実。何より敬真は、やり過ぎだと紫紺を戒めることすらあって。

        　そんな彼がいるならば、ここはきっと。

        「たす、かった……の？」

        「ええ、そうでございますとも」

        　柔らかな物言いで、はっきりと、けれどゆっくりとしゃべられて、きちんと理解できることにすうっと恐怖も不安も消えていった。

        　と、安心したとたんに。

        「おい」

        　不意に顎を取られて、敬真に向いていた顔を反対側に引き寄せられて。

        「助けたのは私なんだがな」

        「ひっ」

        　思わず息を飲んだのは、明らかに不機嫌そうにむすりと口元を歪ませた紫紺が、至近距離で睨んでいたのだ。

        「おい」

        　さらに声音を低くした紫紺に、引きつった表情がますます強張り、身体が勝手に仰け反って。

        「何で逃げる？」

        　むすりと口元を歪ませて、強張ったままのアイルの身体を引き寄せる。

        「あ、の、その……」

        　だって怖いから、などと言える雰囲気でも無く、と言っても、普段から思っても言えない言葉だったけれど。

        「紫紺さま、アイルさまはまだ麻酔から覚めたばかりで、混乱されているだけです。それに耳もまだ鼓膜が再生できていませんから、はっきりと大きくお話になりますように」

        「……」

        　敬真が庇ってくれて、紫紺がようやく手を離してくれて。

        　ほっと息を吐いたのも束の間、ようやく先ほどの紫紺の言葉が頭を理解した。

        　ちらりと見やれば、腕組みをして粗末な椅子に腰をかけている紫紺は、どこか疲れた風情を見せていた。

        「あ、あの……助けて……いただいたって……」

        「ああ」

        　そっぽを向いていた紫紺が、ちらりとアイルに視線をやってきて。

        「私があの場から救い出した。ここは城の侍従医が詰める医務室で、治療をしてたのだが、おまえはその腐った腕を早急に切り落とす必要が出て手術したところだ。今さっき鎮痛剤を入れたから、痛みはさほどないだろうが、動くと酷くなるから動くな」

        　淡々と一気に説明されて。ゆっくりではなかったが、明瞭な物言いで、きちんと聞き取ることができた。

        「それは……ありがと……っ、えっ？」

        　理解するのに数秒かかった最後の言葉に、慌てて左腕の先を探す。

        　さっき、見えたあの途切れた肘から先の姿は、あれは。

        「縛られ血行が悪く腐っていたとのことだ。右腕はなんとか残っているが、後遺症が残っているかも知れないらしい、その検査はこれからだ」

        「腐って……って、その……」

        　堪らず持ち上げようとした右手はいまだ動かず、左手は敬真に押さえられたままだ。

        「動かしてはなりません。今は麻酔が効いているでしょうから動かせますが……まだしばらくは。右肩は脱臼もしておりましたので、安静のために固定していますし」

        　敬真が首を振るのを見て、慌てて動かすのを止めて。

        「う、腕……。それに、あ、あの……なんか、足も……動かな、い、よう、な……」

        　身を捩ったときに、下半身の動きも悪かったと思い出して聞いてみれば。

        「大腿骨の骨折に加え、股関節も脱臼して筋を痛めておりますし、他にも傷がありますので、念のために固定しております。そちらは月日が薬で、回復いたしますのでご安心を。その間のお世話が私が詰めております。ご用がありましたら、お申し付けください」

        「股関節……骨折……」

        　想像がつかないほどの満身創痍状態に、痛みが薄いことが怖かった。鎮静剤なんて高級な薬、アイルだけだったらもらえなくて。それ以前にそれたけの傷を負っているというのなら、普通なら今頃死んでいるはずで。

        「なんで……なんで、助かって……」

        「おまえの国より我が国の医療ははるかに進んでいるからな」

        　紫紺の言葉に、敬真が言葉を継いだ。

        「それはアイルさまが生きたいと思われたからですよ。どんなに医術が進んでも、当の本人が生きたいと願うことが一番の薬になります故に」

        　敬真の手が、優しく先の無くなった腕をさする。体温が低いはずの竜人の手なのに、けれどなぜかそれが暖かくて。

        　その温もりに既視感を感じて視線を彷徨わせれば、ふと紫紺のそれと交わった。

        「紫紺さま……」

        　視界に紫紺の手が入ってくる。

        　大きくて、力強くて、時に乱暴で。

        　けれど、優しいときもあって。

        　ああ、この手だ。あの時、教えてくれたのはこの手だ。

        「夢……見ました……」

        　不意に思い出したままに、言葉を紡いでいた。

        　それに、紫紺が片眉上げて、続きを促す。

        「思い出しました」

        　そう呟いて、目を瞑る。

        「卵……生きてるって、教えてもらったこと……」

        「ああ、覚えていたのか」

        　何の気負いも無しに返された言葉に、あれはやはり紫紺だったのだとうれしくなった。

        「……ありがとう……ございます」

        「事実を教えてやっただけだ」

        　だけど、あの時感じた温もりも同時に思い出していた。

        　あれはとても優しい暖かさだった。

        　そんなことを考えたせいか、引きつる口元が、それでも柔らかく綻んだ。

        　優しくしてもらえるとうれしい。

        　とんでもなくうれしい。

        　それは身体に響く痛みすら忘れさせてくれるほどだ。

        「……落ち着いたら館に戻る。しばらくは静養すれば良い」

        「……あの……」

        　淡々と事実だけを教えてくれる紫紺は、いつもと変わらないけれど。

        「ありがとうございます」

        　今の心境に押されるように、礼の言葉ばかりが口を吐いて出てくる。

        　助けてくれてありがとう。

        　教えてくれてありがとう。

        　優しくしてくれてありがとう。

        「敬真さまも……ありがとうございます」

        　みんな、きっと助けるために何かをしてくれた人たちに。

        「とんでもありません。お守りできなくてお詫びせねばならないほどですのに」

        　首を横に振る敬真の言葉に、それでもアイルは「ありがとう」と繰り返した。

        「でも、助けて、もらいました……。卵が、助かったから……」

        　大切な卵。

        　助かったのだと口にしたとたん、手が動かないのが悔しいくらいに、頑張ってくれた腹の卵を抱きしめたくてたまらなくなった。

        「……良かった……」

        　動かない腕の代わりに、涙腺が一気に緩んで、多量の涙が湧き出す。

        「生きてて……、良かった……。卵が無事で良かった……」

        　冷たくて痛くて苦しくて。

        　腹も何度も殴られたし、中も激しく突き上げられて。もう駄目かと思っていたのに、けれど。

        「良かった……良かったぁっ！……んぐっ、ひくっ……良かった……生きてて……無事でぇ……」

        　ヒクヒクと痙攣するかのような嗚咽を漏らして泣き出したアイルに、紫紺も敬真も驚いていたけれど。拭うことも止めることもできなくて、ただ「良かった」と繰り返し泣き続ける。

        　そのうちに紫紺が呆れたようにため息を吐いた。

        「腕が無くなって、満身創痍だっていうのに、何が良かったんだ？」

        　呟いて、そっぽを向いて。

        　それでも、助かったことに、卵が無事だったことがうれしてたまらない。

        「卵、無事だったぁ……良かったぁ」

        　泣きじゃくりながら言葉を繰り返す。それしか知らないように何度も何度も口を突いて出る。

        　そんなアイルの様子に、紫紺と敬真が顔を見合わせて。

        「バカだな、おまえは……無理矢理卵を抱かされて、そのせいでこんな目に遭ってるのに」

        　考えられんと肩を竦める紫紺に、アイルは泣きながら笑みを浮かべた。

        「だって、今預かっているのは紫紺さまの卵だから。大事な紫紺さまの卵だから……」

        　無理矢理でもなんでも、それでももうこのお腹の中にいるのだから。

        　大切な卵、何よりも大切な卵だから。

        「……ほんとに耳長族の母性本能ときたらたいした物だな」

        　呆れた風情で言い捨てられた紫紺の言葉だったけれど、アイルはそれでもうれしかった。そこに侮蔑の感情は全くなくて、それどころか悦んでいるように見えたから。

        　痛みに顔を顰めながらも、思わず口元を綻ばせて悦んでいたら。

        　不意に紫紺が俯いて大きくため息を吐いて。

        「一週間後には館に戻るために、今はしっかりと休め。しっかり休んで、早く治せ」

        　それは先ほどまでの淡々とした言葉とは違っていて、やけに優しく響いたような気がする。

        　何より、いつも冷たく引き結ばれた紫紺の唇が僅かとはいえ弧を描いていて。

        「卵を守りたいなら、まずはおまえ自身が元気にならないと……」

        　額に触れてそっと下りた手が、腫れた目を覆う。

        「眠れ、今は。休め、何も考えなくて良いから、自分の傷を先に治せ」

        　良く聞こえぬ音の世界にいてさえも、その声音に込められた優しさは、今のアイルにもしっかりと感じ取ることができたのだった。　　

        　

        【了】

        

    
